
医
薬

・
医
療

と

「
日
中
連
帯
」

岸
田
吟
香
の
諸
活
動
を
中
心
に

丁

蕾

医薬 ・医療 と 「日中連 帯」

は
じ

め
に

「前
世
紀

の
間
、
近
代
医
学

の
恩
恵
を
支

那
の
人

々
に
紹
介
す
る
特
権

は
、
大

　
ユ
　

部
分
、
医
療
伝
道

の
代
表
者

た
ち
の
手
に
受
持
た
れ
て
い
た
」
。
か
つ
て
済
南

の
山
東
基
督
教
大
学
学
長
を
務

め
た

ハ
ロ
ル
ド

・
バ

ル
ム
が
、
『支
那
と
近
代

医
学
-
支
那
医
療
伝
道
史
』
(
一
九
四

一
年
)
で
語

っ
た
よ
う

に
、
中
国

へ
の
近

代
医
学

の
導
入
、
公
衆
衛
生
制
度

の
確
立

に
お
い
て
、
宣
教
師
の
医
療
伝
道
活

動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も

の
と
公
認
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、

一
九
世
紀

後
半
か
ら
、
急
速
に
近
代
化
の
改
革

に
成
功
し
、
そ
し
て
西
洋
各
国

の
足
跡
に

続
き
、
東

ア
ジ
ア
進
出

に
乗
り
出
し
た
日
本
が
、
後
進
国
と
呼
ば
れ
る
周
辺
地

域
を

「支
配
」
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
日
本

の
近
代
的
医
学
が
ど

の
よ
う
に
伝
播

し
、
受
容
さ
れ
た
か
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
各
研
究
領

　　
　

域

に
お
い
て
、
近
代
日
中
間
の
医
学
交
流

を
め
ぐ
る
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

個

々
の
歴
史
事
実
が
徐

々
に
解
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
研

究
は
中
国
側

の
日
本
医
学

の
導
入
に
偏
る
嫌

い
が
あ
り
、
日
本
か
ら
中
国

へ
の

医
学

の
輸
出
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
は
極

め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
中
国
に
お

け
る
近
代
医
学

の
受
容
と
日
本
と
の
か
か
わ
り
の
問
題
を
考
え
る
際
、
と
て
も

重
要
な
側
面
で
あ
る
。

筆
者
は
以
前
、
清
国
保
全
論
と
中
国
の
日
本
学
習
熱

の
影
響
で
、
東
亜
同
文

会
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
対
中
国
医
療
団
体

の
同
仁
会

(
一
九
〇
ニ
ー

一
九
四
六
)
に
つ
い
て
考
察
を
行

い
、
日
中
関
係
に
お
け
る
当
会

の
役
割
を
、

以
下

の
三
点

に
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
中
国
侵
略

へ
の
協
力
、
欧
米
文
化
事
業

　ヨ
　

へ
の
対
抗
、
そ
し
て
日
本

の
近
代
医
療

・
医
学

の
普
及
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

仁
会
の
活
動
は
日
本

の
対
中
国
医
療
活
動
の
嚆
矢

で
は
な

い
。
そ
の
前
に
、
明

治

の
先
覚
者
と
呼
ば
れ
、
近
代
日
本

へ
の
西
洋

の
学
術

・
文
明

の
輸
入
に
尽
力

し
た

一
人
の
人
物
が

い
た
。
「
日
本
最
初

の
記
者
」

で
あ
り
な
が
ら
、
希
有

の
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商
才
に
よ
り
、
日
中
を
股

に
掛
け
て
商
業

・
医
療

・
文
化
活
動
を
行

っ
て
い
た

岸

田
吟
香

(
一
▲

三
ニ
ー

一
九
〇
五
)
で
あ

る
。
彼

は
初

め
て
洋
式
目
薬

・
精

鋳
水
を
日
本

で
発
売
す
る
な
ど
、
近
代
日
本

の
医
薬
界

へ
の
貢
献

は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
そ

の
中
国
に
お
け
る
売
薬

・
医
療
活
動
に
注
目
す
る
研
究
は
極

め
て
少
な
い
。
本
論
は
、
岸
田
吟
香
が
中
国
で
行

っ
た
多
様
な
活
動

の
中
、
と

り
わ
け
医
学
関
係

の
も
の
に
着
目
し
、
新

し
い
史
料
の
分
析

に
よ
り
、
そ
の
対

中
国
医
療
活
動

の
草
分
け
的
な
存
在
と
し
て
の
歴
史
的
な
意
味

に
つ
い
て
検
証

し
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
ま
ず
そ
の
活
動

の
開
始
さ
れ
た
背
景
を
西
洋
の

宣
教
師

に
よ
る
中
国

へ
の
西
洋
医
学
輸
出

と

一
九
世
紀
半
ぽ

に
お
け
る
日
中

の

医
療
事
情
か
ら
探

っ
た
上
、
当
時

の
新
聞
記
事
と
広
告
な
ど
を
手
掛
り
に
、
そ

の
活
動

の
特
徴
を
分
析
し
、
ま
た
、
日
清
戦
争
後
盛
ん
に
な

っ
た
日
本
医
療

の

中
国
進
出
と
の
関
連
性
も
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

一

宣
教
師
と
西
洋
医
学
導
入

日
本
人

の
対
中
医
療
活
動
が
行
わ
れ
る
前
に
、

一
八
三
〇
年
代
か
ら
西
洋

の

宣
教
師
が
伝
道

の
た
め
に
中
国
の
南
方
地
域
を
訪
れ
た
。
岸
田
吟
香
を
論
ず
る

に
先
立
ち
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
医
療
伝
道
と
は
、
元
来
キ
リ
ス

ト
教
に
お
い
て
、
医
療
を
伝
道

の
補
助
手
段
と
し
て
行
う
活
動

で
あ
る
。

一
八

三
五
年
十

一
月
に
ア
メ
リ
カ
公
理
会

の
伝
道
医
師

で
あ
る
ピ
ー
タ
ー

.
パ
ー
カ

ー
が
、
広
州
の
十
三
行
と
い
う
外
国
人
居
留
地
で
眼
科
病
院
を
開
設
し
た
。
当

時
は
広
州
眼
科
医
局
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
前

に
東
印
度
会
社

の
通
訳
と
し
て
雇

わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
バ
ー
ト

・
モ
リ
ソ
ン
、
お
よ
び
そ

の
他
何
人
か
の
宣
教

師
も
小
さ
な
診
療
所
を
開
設
し
た
が
、
医
療
活
動
を
主
要
な
伝
道
手
段
と
し
て

使

っ
た
の
は
パ
ー
カ
ー
が
嚆
矢
で
あ

っ
た
。
『東
西
洋
考
毎
月
統
記
伝
』
は
パ

　　
　

ー
カ
ー
の
慈
善
病
院

の
状
況
を
こ
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

(前
略
)
雖
昼
夜
労
苦
、
然
不
取
人
之
銭
、
而
白
白
療
症
。
(中
略
)
莫
説

広
東
之
各
府
庁
州
県
之
人
、
就
是
福
建
、
浙
江
、
江
西
、
江
蘇
、
安
徽
、

山
西
各
省
居
民
求
医
焉
ゆ
儒
農
官
員
、
各
品
人
等
、
病
来
痊
去
矣
。

(訳
文
)
(前
略
)
(
パ
ー
カ
ー
は
)
日
夜
苦
労
し
て
も
人

の
お
金
を
取
ら
ず
、

た
だ

で
治
療

す
る
。
(中
略
)
広
東
省

の
各
府
、
庁
、
州
、
県

の
人

の
ほ

か
に
、
福
建
、
浙
江
、
江
西
、
江
蘇
、
安
徽
、
山
西
の
各
省

の
住
民
も
診

療
を
求
め
に
来
る
。
儒
者
、
農
民
、
官
僚
な
ど
、
各
階
層

の
人
は
み
な
治

癒
し
て
去

っ
て
い
く
。

そ
の
病
院

の
規
模
は
ア
メ
リ
カ
公
理
会
海
外
伝
道
会
本
部

へ
の
報
告
に
よ
る

　ら
　

と
、
二
〇
〇
人
の
外
来
患
者
と
四
〇
人
の
入
院
患
者
を
収
容
で
き
た
そ
う
だ
。

『中
国
叢
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
医
療
報
告
書

の
記
録
に
よ
る
と
、
治
療
患
者
数

(開
院
か
ら
の
累
計
)
は

一
八
三
六
年
で
約

二
〇
〇
〇
人
、

一
八
三
七
年

は
四
五

七
五
人
、

一
八
三
八
年

は
六
三
〇
〇
人
、

一
八
三
九
年

は
七
〇
〇
〇
人

に
達

　
　
　

し
た
。

広
州
市
の
人

口
は

一
八
八
二
年
-

一
八
九

一
年

の
間

に

一
八
○
万
人

(郊
外
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と
水
上
の
住
民
を
含
む
)
と
推
計
さ
れ
る

の
で
、
パ
ー
カ
ー
の
病
院

の
患
者
数

の
人
口
に
占
め
る
割
合
は
低

い
が
、
当
時

の
広
東
地
域

に
お
け
る
盛

ん
な
排
外

風
潮

の
中
で
、
パ
ー
カ
ー
の
病
院
が
歓
迎

さ
れ
た
こ
と
は
宣
教
師

に
と

っ
て
と

て
も
喜
ぽ
し
い
反
響

で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
宣
教
師

の
間
に
、
も
と
も
と

伝
道

の
補
助
的
な
手
段
と
し
て
行

っ
た
医
療
活
動
を
、
主
要
な
手
段
と
し
て
利

用
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
た
。

一
八
三
八
年
二
月
、

こ
の
構
想
を
実
現

し
た
中
国
医
療
伝
道
会
が
広
州

で
設

　
　
　

立
さ
れ
、
世
界
で
初
め
て
の
医
療
伝
道
の
組
織

に
な

っ
た
。

一
八
四
〇
年
-

一

八
四
二
年

の
末
、
会
長
と
副
会
長
を
務

め
る
カ
レ
ッ
ジ
と
パ
ー
カ
ー
が
欧
米
で

当
会

へ
の
支
持
と
援
助
を
呼
び
か
け
、
中
国
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
療

伝
道
を
支
持
す
る
後
援
会
が
欧
米
で
続

々
と
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
大
量

の

活
動
資
金
が
当
会
に
注
入
さ
れ
た
。

こ
の
団
体

の
誕
生
は
宣
教
師
の
西
洋
医
学
導
入

の
活
動
に
お
い
て
、
大
き
な

意
味
を
持

っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
も
と
も
と
伝
道

の
補
助
手
段
と
し
て
行

わ
れ
た
医
療
活
動
が
、
こ
の
団
体

の
設
立

に
よ
り
、
中
国
に
お
い
て
伝
道

の
主

要
手
段
と
し
て
広
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴

っ
て
、

中
国

の
伝
統
医
学
と
全
く
異
な
る
西
洋
医
学

の
技
術
と
学
問
も
中
国
に
導
入
さ

れ
て
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
宣
教
師
の
医
療
伝
道
組
織
は
、
西
洋
医
学
の
中

国

へ
の
導
入
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
始

め
た
の
で
あ
る
。

一
八
四
二
年
、
ア

ヘ
ン
戦
争
が
終
結
し
、
英
、
米
、
仏
三
国
は
中
国
と
そ
れ

ぞ
れ
不
平
等
条
約
を
結
ん
だ
。
宣
教
師
の
活
動
は
南
方
地
域

に
制
限
す
る
こ
と

が
解
除
さ
れ
、
彼
ら
は
次
第

に
五
港
開
港
都
市
に
活
動

の
拠
点
を
移
し
た
。
上

海
は
地
域
上

の
利
便
性
と
政
治

・
経
済
上

の
重
要
性
に
よ
り
、
医
療
伝
道
の
新

し
い
中
心
地
に
な

っ
た
。

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
倫
敦
会
が

一
八
四
三
年

に
仁
済
病
院

(仁
済
医
館
)

を
設
立
、

ア
メ
リ
カ
の
聖
公
会
が

一
八
六
六
年

に
同
仁
病
院

(同
仁
医
局
)
を

設
立
し
た
。
仁
済
病
院
は
特
に
設
立
者

の
ロ
ッ
ク

ハ
ー
ト
の
精
妙
な
医
術

に
よ

り
名
を
馳
せ
た
。
彼
は
も
う

一
人

の
倫
敦
会
所
属

の
宣
教
師

で
あ
る
メ
ド

ハ
ー

ス
ト
と

一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
と
文
書

の
伝
道

に
励
み
、
上
海
に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

一
大
活
動
拠
点
を
作

っ
た
の
で
あ
る
。

メ
ド

ハ
ー
ス
ト
の
倫

敦
会
本
部

へ
の
報
告
に
よ
る
と
、
彼
ら
は

一
八
四
六
年

に
山
東
路
と
福
建
路

の

間
に
住
宅
を
五
棟
、
病
院
を

一
棟
、
印
刷
所
を

一
棟
建
て
た
。
病
院
と
住
居
は

一
直
線
に
繋
が
り
、
南
向
き
で
、
し
か
も
ベ
ラ
ン
ダ

つ
き
で
あ
る
。
病
院
は

一

　　
　

階
建
て
で
、
そ
れ
以
外
は
二
階
建
て
の
建
物
だ
と
い
う
。
印
刷
所
は
即
ち
墨
海

書
館

の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
は
漢
訳
洋
書

の
セ
ン
タ
ー
に
な

っ
て
い
た
。

右
記
の
両
病
院
の
運
営
状
況
は
好
調

で
あ
り
、
患
者
数

の
増
加
は

(表
1
)

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
無
料
診
療

の
方
針
は
南
方
時
代
と
変
ら
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
医
療
活
動
は
当
初
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
播
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
が
、

病
院
で
働
く
宣
教
師

に
と

っ
て
次
第

に
伝
道
を
抜
い
て

一
番
重
要
な
仕
事
に
な

っ
た
。
た
と
え
ぽ
、
宗
教
活
動

の
時
間
は
ほ
と
ん
ど
診
療
業
務

に
と
ら
れ
て
し

ま

っ
た
と
い
う
パ
ー
カ
ー
の
悩
み
は
、
宣
教
師

の
先
行
研
究

で
紹
介
さ
れ
て
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表1仁 済病院 ・同仁病院患者数一覧表

仁済病院 同仁病院 中国人 の人 口

1861年 38,069

1869年 40,411 6,200

1870年 378,008

1875年 56,624

1876年 381,483(フ ラ ンス租 界 が 欠)

1877年 16,000

1880年 278,312

1885年 22,209

1896年 75,920

(患者数 は 『教会新報』1870年3月5日 、「上海仁 済医院史略」 『基督教与 中国

現代化国際学術研討 会論文集』(別刷本)、 『上海宗教史』の記載 を参 照 して作成。

中国人 の人 口は 『上海道台研 究一転変社会中之連繋人物、1843-1890』 の付録

4を 参考 に計算。)

　　
　

い
る
。
各
種

の
伝
染
病

お
よ
び
漢
方
医
が
治
療

不
能
な
疾
病
を
患
う
病

人
の
懇
請
、

キ
リ
ス
ト

教
伝
道

の
挫
折
な
ど
、

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

つ
ま
り
宗
教
伝
播

の
目

的
は
次
第

に
西
洋
医
学

の
伝
播

に
変
わ

っ
た
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
当
然
病
院
の
診

療
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

医
学
知
識

の
普
及
と
医

学
教
育
も
重
要

に
な

っ

て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
下
で
、

一
八
五
〇
年
代
か
ら
、
パ
ー
カ
ー
の
後

任
を
務
め
た
カ
ー
、

ロ
ッ
ク

ハ
ー
ト
の
後
任

を
務
め
た
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
計
画
的

に
医
書
の
漢
訳
を
始
め
た
。

ホ
ブ
ソ
ソ
が

翻
訳
し
た

「
医
書
五
種
」

は
、
近
代

西
洋
医
学

の
啓
蒙
書
と
し
て
、
西
洋
医
学

の
理
論
が
中
国
に
伝
入
し
た
嚆
矢
と

認
め
ら
れ
る
。
何
回
も
版
を
重
ね
て
お
り
、
早
く
も
日
本

へ
翻
刻
と
い
う
形

で

紹
介
さ
れ
た
。
カ
ー
は
四
〇
年

の
間

に
三
四
種

の
医
書
を
翻
訳
し
た
。
臨
床
医

療
技
術

の
紹
介
が
重
点

に
な

っ
て
お
り
、
医
書

の
大
部
分
は
教
材
と
し
て
博
済

　
け
　

病
院

(広
州
眼
科
医
局
の
後
身
)
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
〈
既
知

の
三
三
種

の
医
書

を

(表
2
)
に
羅
列
す
る
〉

医
学
教
育
は
弟
子
訓
練

の
形
を
採

っ
て
各
病
院
で
試
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

生
徒

は
入
教
者

に
よ
る
知
り
合
い
の
紹
介
が
多
く
、
公
の
募
集
結
果
は
必
ず
し

も

い
い
と
は
言
え
な

い
。
例
え
ぽ
、
宣
教
師
の
フ
ラ
イ
ヤ
が
編
集
し
た
科
学
啓

蒙

の
雑
誌
で
あ
る

『格
致
叢
編
』

の
中

で
、
仁
済
病
院
の
医
学
教
育
の
挫
折
が

　
レ
　

披
露
さ
れ
て
い
る
。

各
埠
開
設
医
院
甚
多
皆
願
収
受
生
徒
教
以
西
医
数
月
前
聞
上
海
仁
済
医

館
欲
収
生
徒
数
名
従
学
西
医
幇
同
診
治
来
者
須
聡
頴
子
弟
已
通
華
文
数
年

之
後
業
即
可
成
久
訪
其
人
竟
無
就
者

(中
略
)
皆
因
不
明
医
学
之
要
而
不

信
西
医
之
法
也

(後
略
)

(訳
文
)
各
港
町
は
病
院
を
設
立
す
る
の
が
多
く
、
皆
生
徒
を
受
け
入
れ

て
西
洋
医
学
を
教
え
よ
う
と
す
る
。
数

ヶ
月
前
、
上
海
仁
済
医
館

は
生
徒

を
数
名
募
集
し
、
西
洋
医
学
を
学
ば
せ
共
に
患
者

の
治
療
を
手
伝
わ
せ
よ

う
と
し
た
の
を
聞

い
た
。
聡
明
で
中
文
に
通
じ
る
若
者
が
必
要
で
あ
り
、

数
年
後
は
卒
業
で
き
る
。
久
し
く
探
し
て
も
応
募
者
は
と
う
と
う
現
わ
れ

な
か

っ
た
。
(中
略
)
皆
医
学

の
要
を
知
ら
な

い
た
め
西
洋
医
学

の
法
則

も
信
じ
な
い
の
で
あ
る
。
(後
略
)

民
衆

の
医
学
知
識

の
習
得
程
度
か
ら
考
え
れ
ば
、
編
集
者

の
分
析
に

一
理
は
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あ

る
が
、
若
者
が
西
洋

の
学
問
を
学
ぶ
意
欲
が
な
い
の
は
、
科
挙
試
験
制
度
と

も
関
連
す
る
。

一
九
世
紀

の
後
半
に
、
西
洋

の
学
問
に
興
味
を
持

つ
一
部

の
知

識
人
と
官
僚
は
い
た
が
、
科
挙
制
度
は
ま
だ
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
西
洋

の
実
学
の
学
問
を
学
ん
で
も
、
立
身
出
世

の
道
が
な
い
。
し
た
が

っ
て
西
洋
医

学
を
学
ぽ
う
と
す
る
若
者
も
き
わ
め
て
稀

で
あ

っ
た
。

一
八
三
〇
年
代

か
ら
中
国
で
始
ま

っ
た
宣
教
師

の
伝
道
医
療
活
動
は
、
西
洋

各
国
の
中
国
侵
入
を
伴

い
、
不
平
等
条
約

の
締
結
と
と
も
に
中
国
の
南
方
地
域

か
ら
開
港
都
市

へ
、
そ
し
て
中
国
全
国

へ
と
展
開
さ
れ
て
い
た
。
中
国
人
の
信

仰
を
改
変
す
る
目
的
は
次
第

に
西
洋
医
学

の
導
入
に
変
わ
り
、
西
洋
医
学
を
含

む
各
種

の
科
学
知
識
は
中
国
に
伝
入
し
つ

つ
あ

っ
た
。

パ
ー
カ
ー
の
病
院
の
よ

う
に
、
近
代
医
学

の
医
術

は
効
果
が
素
早
く
、
民
衆

の
病
苦
が
救
済
で
き
る
の

で
、
歓
迎
さ
れ
る

一
面
は
あ
る
が
、
医
学
教
育

の
展
開
と
学
問
体
系

の
移
植

に

は
時
期
尚
早

で
あ

っ
た
。

岸
田
吟
香
の
対
抗
意
識

と
こ
ろ
で
、
宣
教
師

の
医
療
活
動
は
日
本
人

の
対
中
医
療
活
動
と
ど

の
よ
う

な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
。

一
見
直
接

の
関
係
が
な
い
よ
う
だ
が
、
実
際
、
後
者

は
前
者
に
触
発
さ
れ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。

一
七
世
紀

の
中
頃

か
ら

一
九
世
紀

の
前
半
ま
で
の
鎖
国
時
代

に
、
長
崎

に
い
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医

を
通
じ
て
西
洋
医
学

(蘭
学
)
は
非
公
式

に
日
本

に
伝
え
ら
れ
た
が
、
必
ず
し

表2カ ー翻訳 医書一覧表

書 名 刊行年

1 『論発熱和疝』 1859年

2 『化学初階』(四 巻)共 訳者:何 了然 1871年

3 『西薬略釈』(四巻)共 訳者:孔 高慶
1871年 、増 訂

本1886年 出版

4 『裹扎新篇』共訳者:林 湘東 1872年

5 『皮膚新篇』共訳者:林 湘東 1874年

6 『内科闡微』共訳者:林 湘東 1874年

7 『花柳指迷』共訳者:林 応祥 1875年

8 『眼科撮要』 1880年

9 『割症全書』(七 巻) 1881年

10 『炎症』 1881年

11 『熱症』 1881年

12 『衛生要旨』校正者:海 琴 1883年

13 『内科全書』(十六巻)共 訳者:孔 高慶 1883年

14 『体用十章』(四 巻) 1884年

15 『婦科精蘊図説』五冊 共訳者:孔 高慶 1889年

16 『種痘捷法』 不 明

17 『論発冷小腸疝両症』 不 明

18 『西医新法』 不 明

19 『救溺水法』 不明

20 『症候学』 不明

21 『纐帯術概要』 不 明

22 『奇症略述』 不 明

23
『体質窮源』(訳者は尹端模であると

い う説がある)
不明

24 『英漢病名表』 不明

25 『全体通考』 不明

26 『西薬大成』 不明

27 『万国薬方』 不明

28
『児科撮:要』(訳者は尹端模 であると

い う説 がある)
不明

29 『児科論略』 不明

30
『胎産挙要』(訳者は尹端模 であると

い う説 がある)
不明

31 『産 科図説』 不明

32 『眼科證治』 不明

33 『皮 膚證治』 不明

(『中国医学通史近代巻』『中外 医学交 流史』『中国 プロテスタソ
ト伝 道史研究』 の記載 を参考 に作成)

も
幕
府

の
強
力
な

支
持
を
得
る
こ
と

は
な
か

っ
た
。
し

か
し
、

一
九
世
紀

初
頭
か
ら
宣
教
師

が
上
海
を
中
心
と

し
た
各
開
港
都
市

で
慈
善
医
療
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、

一
八
五
三
年

の
ペ

リ
ー
来
航
と

コ
レ
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ラ
の
大
流
行
な
ど

に
よ
り
幕
府
も
よ
う
や
く
西
洋
医
学

の
必
要
性
を
痛
感
す
る

よ
う
に
な
り
、

一
八
五
八
年
七
月
に
天
保

の
改
革
で
発
布
し
た
蘭
学
禁
止
令
を

解
除
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
西
洋
医
学

を
積
極
的
に
吸
収
し
始
め
た
。

こ
の
中
で
、
来
日
の
ア
メ
リ
カ
宣
教
師

の

ヘ
ボ

ソ
か
ら
西
洋
目
薬

の
精
鋳
水

の
処
方
を
伝
授
さ
れ
た
岸
田
吟
香
は
、
そ
れ
を
目
玉
薬
品
と
し
て
日
本
で
販
売

　
お
　

し
、
西
洋
薬
導
入
の
先
覚
者
と
も
呼
ぼ
れ

て
い
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
彼
は

中
国
ま
で
販
路
を
広
め
た
。
そ
こ
に
は
ど

の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。一

八
五
九
年
以
降
、
幕
府
は
対
外
貿
易

上
の
苦
境
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、

遂

に
江
戸
時
代

か
ら
続

い
た
日
本
人

の
中

国

へ
の
渡
航
禁
止
を
廃
止
し
た
。
そ

し
て
清
朝
と
直
接
に
貿
易
関
係
を
結
ぶ
た

め
に
、
四
回
に
わ
た

っ
て
貿
易

の
繁

昌
と
西
洋
文
明
の
発
達
で
名
を
知
ら
れ
た
上
海
に
使
節
団
を
派
遣
し
た
。
そ
の

第

一
次
使
節
団
は

一
八
六
二
年
六
月

二
日
、
幕
府

の

「千
歳
丸
」

で
上
海

に
到

着
し
た
。
船
員

の
武
士
た
ち
は
、
太
平
天
国

の
戦
乱
下
に
お
け
る
中
国

の
実
情

と
西
洋
文
明
の
浸
透
に
関
す
る
情
報
を
精
力
的
に
収
集
し
始
め
た
。
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
播

の
状
況
、
宣
教
師
の
慈
善
医
療
活
動
も
彼
ら

の
関
心
の
的
で
あ
る
。

船
員

の

一
人
で
あ
る
高
杉
晋
作
は

「
上
海
掩
留
日
録
」

の
中

に
、
こ
の
よ
う
に

　
ぬ
　

記

す

。

五

月

二
十

三

日

、

朝

五

代

(
五
代

友
厚

)

と

共

に

英

人

、・・
ユ

ル

ヘ

ッ
ト

を

訪

う

、

ミ

ユ
ル

ヘ
ッ
ト

は

耶

蘇

教

師

、

耶

蘇

教

を
上

海

士

民

に
施

す

、

城
内
の
教
堂
は
ミ

ユ
ル
ヘ
ッ
ト
の
関
す
る
所
な
り
、
、・・
ユ
ル
ヘ
ッ
ト
の
常

居
す
る
所

に
教
堂
と
病
院
と
あ
り
、
施
医
院
と
い
い
、
総
て
西
人
教
師

の

外
邦
に
施
教
す
る
所
に
て
必
ず
医
師
を
携
う
、
士
民
に
病
且
窮
あ
れ
ば
す

な
わ
ち
そ
の
病
者
を
こ
の
教
に
入
ら
し
む
、
こ
れ
教
師

の
外
邦

に
教
え
を

致
す

の
術
な
り
、
吾
が
国
の
士
君
子
は
予
防
せ
ざ

る
べ
か
ら
ざ

る
な
り

ミ

ュ
ル
ヘ
ッ
ト
は
墨
海
書
館
で
地
理
学
の
翻
訳
を
担
当
し
て
い
る
宣
教
師

で

あ

る
。
上
述

の

「施
医
院
」

は
墨
海
書
館

に
隣
接
す
る
仁
済
医
館

の
こ
と
を
指

す
に
違
い
な
い
。
高
杉
は
宣
教
師
が
医
療
を
も

っ
て
伝
道
す
る
こ
と
に
警
戒
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

中
国

の
民
衆
が
宣
教
師

の
医
術
に
魅
了
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

に
接
近
し
て
い

　
あ
　

く
こ
と
に
対
す
る
憂
慮
は
納
富
介
次
郎

の

「上
海
雑
記
」
に
も
窺
え
る
。

又

聞

ク
、

洋

人

上

海

二
於

テ
病

院

ヲ
造

営

シ
、

数

多

ノ
病

人

ヲ
集

メ
療

養

ヲ
施

シ

ア

タ

へ
、

薬

剤

等

二
於

ケ

ル

モ
上

帝

ノ
命

授

ス

ル

ト

コ

ロ
ト

シ
、

ソ

ノ
病

ノ
治

ス

ル

モ
亦

上

帝

ノ
救

助

シ
玉

フ

ト
云

ヒ
、

必

ズ

シ

モ
医

師

ノ

功

ト

セ
ズ

。

コ
レ

ヲ
以

テ
天

主

ノ
有

難

キ

ヲ

サ

ト

シ
、

ソ

ノ
教

ヲ
導

ビ

ク

ト

シ
、

洋

人

等

ハ
素

ヨ
リ
医

術

二
精

シ

ケ

レ
バ

、

清

国

ノ
庸

医

等

ガ

及

、ハ

ザ

ル
妙

療

ヲ
ナ

ス
故

、

愚

民

ハ
ソ

ノ
命

ノ
助

カ

リ
得

シ

ヲ
悦

コ
ブ

餘

リ
、

實

二
上

帝

ノ
救

助

ナ

ラ

ン

ト
思

ヒ
、

自

ラ

コ

レ

ヲ
尊

敬

ス

ル
様

ニ
ナ

リ

シ

モ
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高
杉
晋
作
を
代
表
と
す
る
武
士
た
ち
が
持

っ
た
で
あ
ろ
う
、
宣
教
師

の
医
療

活
動
が
中
国
で
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
対
す
る
警
戒
心
を
、
以
上

の
二
つ

の
文
献
か
ら
読
み
取
れ
る
。
武
士
た
ち
の
足
跡

に
次
い
で
上
海

に
来
た
岸
田
吟

香
は
宣
教
師

の
医
療
活
動
を
ど

の
よ
う
に
見
た
の
か
。

吟
香
は

一
八
六
六
年
九
月
に

ヘ
ボ
ン
夫
妻
と

一
緒
に
上
海
を
訪
れ
た
。
前
後

八
回
の
上
海
往
訪
の
中
で
こ
れ
は
初
回
で
あ
る
。

ヘ
ボ

ン
博
士
は
ア
メ
リ
カ
の

北
米
長
老
派

の
宣
教
師
で
、
若
い
頃
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
福
音

の
伝
播
を
志
し
、

ま
ず

一
八
四
三
年

に
ア
モ
イ
で
診
療
所
を
開
設
し
た
。
家
族

の
病
気
が
原
因
で

二
年
後
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
が
、

一
八
五
九
年
に
日
本
を
訪
れ
、
横
浜
で
医

療
伝
道
と
文
書
伝
道
に
着
手
し
た
。
吟
香

は
彼
の
診
療
所
で
眼
病
が
治
癒
し
た

こ
と
か
ら
、
博
士
の
医
術
と
人
格
に
惹
か
れ
、
診
療
所

で
診
療
と
和
英
辞
書

の

編
纂
を
手
伝

っ
た
。

吟
香
の
博
士
と
の
上
海
往
訪
の
目
的
は
、
先
進
的
な
銅
版
印
刷

の
設
備
と
技

術
を
持

つ
ア
メ
リ
カ
長
老
派
所
属
の
美
華
書
館

で
、
辞
書

『和
英
語
林
集
成
』

の
印
刷
に
取
り
掛
る
こ
と
で
あ
る
。

一
八
六
七
年
五
月
ま
で
の
滞
在
期
間
、
中

国

の
文
人
と
交
友
す
る
様
子
や
、
上
海

の
町
風
景
と
中
国
人
の
生
活
状
況
な
ど

に
つ
い
て

『呉
淞
日
記
』
に
記
し
た
。
こ

の
中
に
宣
教
師

の
医
療
活
動
と
関
係

の
あ
る
記
述
が
何
箇
所
か
に
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
同
仁
病
院

の
中
国
人
牧
師
で
あ

る
呉
虹
玉

の
名
前
が
し
ば
し
ば
登
場

し
て
い
る
。
呉
は
院
内

で
日
常
的
な
医
療
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
日
記

の
中

に
、
慶
応
二
年

(
一
八
六
六
)
十

二
月
十

六
日
-
十
七
日
、
呉
氏
の
結
婚
式

の

　　
　

様
子
を
二
日
続
け
て
記
し
て
い
る
。

お
て
ん
き
で
よ
ろ
し
う
。
今
日

ハ
呉
虹
玉
が
結
親
に
て
、
あ
さ
か
ら
に

き
や
か
な
り
。
客
も
よ
ほ
ど
お
ほ
ぜ

い
は
や
く
か
ら
来

て
さ
わ
ぐ
。
そ
れ

よ
り

ハ
先
、
朝
か
ら
十
四
五
人

の
樂
人
が
来

て
、
音
樂
を
奏
す
る
の
で
、

お
も
し
ろ
い
や
う
で
、
お
か
し
い
や
う
で
、
や
か
ま
し
い
や
う
で
、
こ
ま

る
や
う

で
ご
ざ
り
ま
す
。
(後
略
)

宣
教
師
病
院

の
牧
師
と
親
し
く
付
き
合

っ
て
い
る
以
上
、
病
院

の
内
部

の
状

況
も
自
然
に
彼

の
目
に
入

っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
日
記
の
記
述

に
よ
る
と
、

彼
は
黄
近
霞
と
い
う
文
人
か
ら
ホ
ブ

ソ
ン
の
訳
書

『博
物
新
編
』
『婦
嬰
新
説
』

　
レ
　

『内
科
新
説
』
な
ど
も
手
に
入
れ
た
ら
し
い
。

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
三
月
十
六
日

(前
略
)
け
ふ
も
ひ
る
か
ら
、
ぶ
ら
り
と
出
て
黄
近
霞

の
處

へ
い
て
は
な

す
に
、
笛
を
ふ
い
て
き
か
せ
た
り
、
琴
を
ひ
い
て
き
か
せ
た
り
す
る
。
博

物
新
編
と
婦
嬰
新
説
内
科
新
説
と
地
球
説
略
と
を
く
れ
る
。
(後
略
)

こ
の
よ
う
に
、
日
記
に
は
直
接

に
宣
教
師

の
病
院
を
観
察
し
、
感
想
を
述
べ

た
記
録
は
な
い
が
、
前
述
の
記
載

で
吟
香
は
美
華
書
館
、
墨
海
書
館
、
仁
済
病

院
、
同
仁
病
院
と

い
う

一
連
の
施
設
が
作
り
出
し
た
伝
道

の
環
境
で
生
活
し
、
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そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

翌
年

の

一
八
六
八
年
、
吟
香
は
明
治
新
政
府

に
日
中
貿
易
に
関
す
る
次

の
よ

　　
　

う
な
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

(前
略
)
殊
に
日
本
は
近
隣
に
支
那
國
と
申
便
利

の
場
所
御
座
候
。
此
支

那
と
申
す
國
は
歐
人

の
金
箱
御
座
候
。
此
金
儲
け
に
極
宜
敷
支
那
を
差
置

候
而
歐
洲
或
は
米
利
堅
に
迄
商
賣
に
參
り
候
は
、
甚
だ
以
生
理
不
明
な
る

義
に
御
座
候
。
殊
更
御
國
の
産
物
は
支
那
人
の
尤
も
好
む
處

に
御
座
候
。

第

一
に
人
參
、
漆
器
、
銅
、
錫
、
鉛

、
磁
器
、
海
參
、
昆
布
、
鮑
魚
等
は

支
那
人

の
好
物
に
て
然
も
多
く
産
す

る
を
以
て
之
を
蒸
気
船

に
積
込
み
、

上
海
に
送

っ
て
賣
捌
け
ば
、
多
分

の
利
潤
有
之
、
此
羯
支
貿
易
を
行
ふ
為

に
は
、
會
社
を
設
立
し
、
堅
く
契
約

を
相
結
び
壹
人
前
幾
何
宛
と
か
出
金

し
て
之

に
當

る
が
最
も
宜
敷
候
云
々

中
国
人

の
好
む
日
本
商
品
を
中
国
市
場

で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
で

の
経
済
的
権
益
を
拡
大
す
る
欧
米
各
国
に
対
抗
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
容

で

あ
る
。
彼
は
西
洋

の
勢
力
の
中
国
進
出
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。

「貿
易
立
国
」
の
抱
負
、
上
海
滞
在
中
の
伝

道
施
設
、
宣
教
医
師
と

の
か
か
わ

り
、
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
宣
教
師
の
慈
善
医
療
活
動
が
徐

々
に

中
国
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く

の
に
対
し
て
、
吟
香
が
、
対
抗
意
識
を
持
た
な

い
は
ず
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
彼
を
し
て
中
国
で
医
療
活
動
を
展
開
さ
せ
た

一
つ

の
動

機

に

な

っ
て

い

た

と
思

う

。

三

一
九
世
紀
日
中
の
眼
病
事
情

岸
田
吟
香
は
日
中
両
国
の
社
会
医
療
状
況

に
対
し
て
も
強
い
関
心
を
持

っ
て

い
た
。

『呉
淞

日
記
』

に
中
国
の
医
者
と
医
療
状
況

に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
書

か
れ

　り
　

て

い

る
。支

那

の
も
の

ハ
、
お
や
の
大
病
で
も
、
子
が
し
に
さ
う
で
も
、
醫
者
に

か
玉
ら
ず

に
廟

へ
ま
ゐ

っ
て
、
お
ミ
く
じ
を
取

ッ
て
み
た
り
、
神
に
い
の

っ
た
り
、
道
士
を
た
の
ん
で
、
お
か
ち
を
し
て
も
ら
ふ
た
り
、
寺

へ
ま
ゐ

っ
て
佛
を
た
の
ん
だ
り
す
る
な
り
。
醫
者
に
か
玉
る
の

ハ
、

い
つ
で
も

い

け
な
く
な

っ
て
か
ら
だ
と
い
ふ
。
醫
者
も
ろ
く
な
醫
者

ハ
な
い
や
う
す
也
、

お
い
ら
の
知

ッ
た
者

の
う
ち
に
も
四
五
人
醫
者
が
あ
る
が
、

こ
の
中
で
家

な
ど

一
番
よ
く
し
て
ゐ
る
の

ハ
鐘
星
槎
な
り
。
そ
の
外

ハ
ミ
な
び
ん
ぽ
う

で
、
な
ん
だ
か
上
手
ら
し
く

ハ
な
し
。
町
中

に
で
も
、
ざ

い
ご
に
で
も
、

そ
こ
い
ら
う
ち
に
醫
者
の
引
札

ハ
、
べ
た
は
り

つ
け
て
あ

る
な
り
。
三
天

全
癒
白
濁
丸
だ

の
、
馮
存
仁
先
生
男
婦
方
脈
だ
の
と
か
い
て
あ
る
。

の
う

が
き

ハ
ミ
な
た
い
さ
う
だ
が
、
そ
の
醫
者
と
い
ふ
男
に
逢

ッ
て
見
れ
バ
、

い
つ
れ
も
皆
む
さ
く
ろ
し
い
ぢ

父
い
な
り
。
日
本

の
醫
者
様
の
や
う
に
、

醫
者
衣
也
美
其
衣
以
眩
人
目
也
と
い
ふ
や
う
な
わ
け

で

ハ
な
し
。
俗
人
と
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医薬 。医療 と 「日中連帯」

お
な
じ
な
り
を
し
て
ゐ
る
也
。
醫
者

異
也
異
其
言
語
衣
服
以
驚
人
耳
目
也

と
い
ふ
や
う
な
わ
け
と
も
見
え
ず
。

医
者
稲
荷
と
い
ふ
處
は
お
な
じ
か
も

し
ら
ず
。
さ
て
、
ひ
る
か
ら

ハ
病
家

ヘ
ミ
ま
ひ
に
い
く
な
ど

ハ
お
な
じ
。

病
人
が
く
れ
バ
脈
を
見
て
か
ら
薬

の
方
書
を
し
て
や
る
也
。
病
人
、
そ
の

か
き

つ
け
を
、
き
ぐ
す
り
や

へ
も
て

い
て
、
調
合
し
て
も
ら

っ
て
の
む
也
。

そ
れ
だ
か
ら
支
那
の

ハ
醫
者

ハ
醫
で
も
、
薬
箱

ハ
も
た
ぬ
。
薬
御
用
な
ら
、

あ

X
や
か
ま
し
い
、
も
う
よ
せ
。

上
記

の
文
中
か
ら
中
国

の
出
鱈
目
な
民

間
医

へ
の
揶
揄
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
く
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
立
派
な
屋
敷

を
持
た
ず
、
服
装
も
み
す
ぼ
ら
し
い
。

そ

の
上

に
、
言
葉
が
平
凡
で
、
患
者
を
引

き

つ
け
る
も

の
が
な
い
。
ま
た
、
中

国
社
会

に
お
け
る
良
質
の
医
療

の
欠
乏
、
薬
品
の
購
買

の
不
便
さ
に
対
す
る
感

嘆
も
窺
え
る
。

清

の
末
期

の
江
南
地
域
で
は
、
中
国

の
他

の
地
方
と
同
様
、
民
間
の
医
療
条

件
は
決
し
て
い
い
と
は
い
え
な
い
。
数
軒

の
教
会
病
院
を
除
け
ば
、
民
間
の
医

　
　
　

者
は
概
し
て

「儒
医
」
と

「草
医
」
「江

湖
医
」

に
分

か
れ
て
い
た
。
吟
香
が

目
撃

し
た
の
は
医
療

レ
ベ

ル
の
低
い

「草

医
」
「江
湖
医
」

の
類
に
属
す
る
医

者

に
違

い
な

い
。
当
時
、
太
平
天
国
の
革
命
と
小
刀
会

の
蜂
起
で
、
江
南
地
域

か
ら
た
く
さ
ん
の
難
民
が
上
海

に
避
難
し

て
き
た
。
太
平
天
国
は
革
命

の
初
期

に
、
民
間
医
を
た
く
さ
ん
招
聘
し
て
軍
医

に
し
た
が
、

一
八
五
三
年

に
南
京
に

都
を
定

め
た
後
、
政
権

の
中

で
医
薬
衛
生

の
部
門
を
作
り
、
ま
た
何
度
も
民
間

医
を
招
聘

し
て
市
民
に
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
。
た
と
え
ば
、
国
医
の
称

号
を
与
え
ら
れ
た
李
俊
良
は
、
六
〇
人

の
民
間
医
を
南
京
市
の
各
街
道

に
散
ら

　
れ
　

ば
ら
せ
、
市
民

の
治
療

に
臨
ま
せ
た
。
難
民

の
医
療
に
対
す
る
需
要
、
お
よ
び

太
平
天
国
の
招
聘
活
動
で
、
江
南
地
域

の
民
間
医

の
流
動
は
活
発
に
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
中

で
、
当
然
藪
医
者

の
よ
う
な

「草
医
」
「江
湖
医
」
も
多

数
混
在
し
て
い
た
。

中
国
の
遅
れ
た
社
会
医
療
状
況
を
目
に
し
て
、
吟
香
は
何
か
行
動
を
起
こ
そ

う
と
し
た
だ
ろ
う
。
当
時
は
西
洋

の
勢
力

の
進
出
に
伴

い
、
人
の
移
動
、
交
易

が
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
戦
争
ま
で
も
発
生
し
、
不
潔
な
環
境
に
お
け
る
細

菌

の
感
染
で
、
各
種
の
伝
染
病
が
蔓
延
し
て
民
衆
を
苦
し
め
た
。
周
知
の
コ
レ

ラ
、

マ
ラ
リ
ヤ
、

ペ
ス
ト
な
ど

の
疫
病

の
ほ
か
に
、

い
ま
日
常
的
に
そ
れ
ほ
ど

重

い
病
気
で
は
な
い
が
、
実
際
、
眼
病
も
日
中
両
国
で
猛
威
を
振
る
い
、
人

々

を
大
き
く
悩
ま
せ
た
。

ま
ず

日
本

の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
吟
香
自
身
は

一
八
六
四
年
四
月
に
眼
病

を
患

い
、

一
ヵ
月
あ
ま
り
手
を
尽
く
し
て
も
治
ら
な
い
も
の
の
、
横
浜
に
あ
る

ヘ
ボ
ン
の
医
館
で
液
体
目
薬

の
点
眼
の
治
療
を
受
け
た
後
、

一
週
間
で
全
治
し

　
ほ
　

た
。
そ
の
経
緯
は

「
目
薬
精
鋳
水
功
験
書
」

の
公
布
で
世

に
知
ら
れ
て
い
る
。

生
薬
を
主
体
と
し
、

ハ
マ
グ
リ
の
殻
の
中

に
入
れ
る
糊
状

の
民
間

の
目
薬
よ
り

使

い
や
す
く
、
効
果
も
顕
著

で
あ
る
。

当
時
、
横
浜

の
近
郊
で
は
眼
病

の
患
者
も
多
く
、

ヘ
ボ
ン
の
医
館
は
隆
盛
を

　お
　

極
め
た
。
『横
浜
沿
革
誌
』
に
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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明
治
二
年
、
横
浜
居
留
地
三
十
九
番
館

に
於
て
、
米
国
ド
ク
ト
ル
、

ヘ

ボ
ン
氏
、
毎
月
土
、
日
両
曜
日
を
以

て
内
外
科
、
眼
科
患
者
を
施
療
す
。

診
察

の
日
、
門
前
市
を
な
す
。
殊
に
眼
病
患
者
多
く
、
中
に
は
頗
る
難
症

あ

る
も
全
治
せ
ざ
る
は
な
し
。
故

に
人
皆

こ
れ
を
眼
醫
士
と
云
ふ
。
…

(中
略
)
…
十
数
年
間
、
氏

の
治
療
を
受
け
た
る
も

の
幾

万
人
な
る
を
知

ら
ず
。
実
に
得

べ
か
ら
ざ
る
慈
善
家

と
云
ふ
べ
し
。

淋
毒
性
濃
漏
眼
が
我
眼
科
界
を
蹂
躙
す
る
こ
と
は
眼
病
ト
ラ
ホ
ー
ム
と

兄
た
り
難
く
弟
た
り
難
し
と
云
ふ
有
様

に
て
、
時

に
或

は
ト
ラ
ホ
ー
ム
に

一
歩
を
抜
い
て
居
る
こ
と
が
な
い
で
も
な
い
が
衛
生

の
注
意
さ

へ
怠
ら
な

け
れ
ば
此

の
猛
悪
な
る
眼
疾
を
治
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
然
し
之
を
等
閑

に
附
す
る
と
き
は
遂
に
両
眼
明
を
失
し
て
殆
ど
廃
物
と
同
様

の
慘
境
に
陥

　め
　

る

の

で
あ

り

ま

す

。
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一
八
五
七
年
-

一
八
六
二
年

に
来
日
し

た
蘭
医
の
ポ
ソ
ペ
は
、
『日
本
滞
在

見
聞
記
』

に
長
崎

に
眼
病
が
多
く
、
住
民

の
八
%
が
眼
病
を
患

っ
て
お
り
、
日

本
に
来
れ
ば
眼
科

の
勉
強
に
な
る
と
披
露

し
て
い
る
。

一
八
七
八
年
に
、
新
潟

に
巡
幸

で
訪
れ
た
天
皇

の
命
令
を
受
け
、
侍
医
の
伊
東
方
成
が
眼
病
に
関
す
る

調
査
を
行

っ
た
。

一
八
七
三
年
か
ら

一
八
七
七
年
ま
で
、
新
潟
医
学
所

の
患
者

一
万
九
〇
〇
〇
人

の
う
ち
、
三
〇
〇
〇
人

以
上
が
眼
病
患
者

で
あ
る
。
患
者
の

知
識

レ
ベ
ル
が
低

い
た
め
、
不
潔

で
伝
染
性

の
眼
病
が
多

い
の
が
原
因
で
あ
る

と
報
告
さ
れ
た
。
明
治
期
に
多
数

の
病
院

の
眼
病
統
計
に
結
膜
、
角
膜
疾
患
が

　
　
　

多

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
統
計
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
現
実
に
は
淋
毒
性
濃
漏
眼
、

一
種

の
性
病
性
眼
炎
も
広

い
範
囲
で
流
行
し
た
。
患
者
は
激
烈
な
眼
痛
と
頭
痛
を
感

じ
、
よ
く
不
眠
を
訴
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
角
膜
が
化
膿
し
て
し
ま
う
と
い
う

　
お
　

 凄
ま
じ
い
症
状
で
あ

っ
た
。

中
国
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
西
洋
勢
力

の
進
出
に
遭
遇
し
た

中
国
で
も
、
眼
病
が
大
い
に
蔓
延
し
た
と
思
わ
れ
る
。
東
印
度
会
社

の
医
師
の

レ
ピ

ン
ス
ト
ン
が

一
八
三
〇
年
代

に
行

っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
中
国
の
貧
困
層

の
主
要
疾
患
は

「清
潔
」
と

「
不
潔
」
と
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
盲
目
、
聾
唖
、

跛
に
集
中
し
、
眼
病
は
も

っ
と
も
多

か
っ
た
ら
し
い
。
不
潔

は
即
ち

ハ
ソ
セ
ソ

　り
　

病
で
あ
る
。
パ
ー
カ
ー
の
広
東
病
院
は
眼
科
医
局
と
名
づ
け
ら
れ
、
開
院
早

々

　　
　

に
し
て
眼
病
患
者
を
含
む
大
勢

の
患
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
医
療
伝
道
会
本

部

へ
の
医
療
報
告
書
か
ら
も
、
眼

の
疾
患

の
比
率
が
高
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

た
と
え
ぽ
、

一
八
四
八
年
-

一
八
四
九
年

の
報
告
書
で
、
眼
の
疾
患
は

一
八
四

八
年
で
は
二

一
二
二
例
で
あ
り
、

一
八
四
九
年

で
は
二

一
四
三
例
が
あ
る
。

一

八
四
八
年
と

一
八
四
九
年

の
全
体

の
疾
患
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇

一
例
と
四
五

　　
　

〇
四
例
が
あ
る
の
で
、
眼
症
は
全
体

の
半
分
を
占
め
て
い
た
。

一
八
四
三
年
に
上
海
で
開
設
さ
れ
た
仁
済
病
院
は
、
設
立
者
の
ロ
ッ
ク

ハ
ー

ト
が
眼
科
と
外
科

の
手
術
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
評
判

で
あ

っ
た
。
墨
海
書
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館
で
翻
訳
の
仕
事
を
手
伝
い
、
且

つ
新
式

の
知
識
人

の
代
表
と
言
わ
れ
て
い
る

　
　
　

王
韜
は
、
『瀛
糯
雑
誌
』

の
中

で
こ
の
よ
う

に
紹
介
し
て
い
る
。

施
医
院
、
即
今
之
仁
済
医
館
也
。
與
墨
海
毘
連
。
専
治
華
人
疾
病
。
主

其
事
者
為
西
医
洛
頡
、
称

刀
圭
精
手
。
(中
略
)
洛
君
尤
精
於
眼
科
。
蔵

有
空
青
数
枚
、
光
滑
如
鵝
卵
、
揺
之
中
有
水
聲
。
他
如
癡
疽
悪
瘍
、
跌
折

損
傷
、
治
之
多
立
愈
。

(訳
文
)
施
医
院
、
即
ち
今
の
仁
済

医
館

で
あ

る
。
墨
海
書
館

に
隣
接
し

て
お
り
、
専
ら
中
国
人
の
病
気
を
治
療
す
る
。
そ

の
主
事
者
は
西
洋
医
者

の
洛
頡

で
あ
り
、
刀
圭
名
手
と
称
さ

れ
る
。
(中
略
)
洛
氏
は
尤
も
眼
科

に
精
通
す
る
。
「空
青
」
(藍
銅
鉱
の

一
種
、
眼
薬
に
用
い
る
)
を
数
枚
収
蔵

し
、
家
鴨

の
卵

の
よ
う
に
滑
ら
か
で
揺
ら
し
た
ら
中
に
水
の
音
が
す
る
。

他
に
癰

・
疽

・
瘍

の
病
気
と
骨
折

の
損
傷
も
即
に
治
癒

で
き
る
。

一
八
五
四
年

五
月
、
太
平
天
国
が
南
京

で
発
布
し
た

「招
延
良
医
誠
諭
」

で
、

各
科
目

の
専
門
医
を
招
聘
し
て
い
る
が
、
眼
科
に
精
通
し
た
者
を

一
番
優
遇
す

る
と
明
言
し
た
。
「
果
能
医
治
見
効
、
即
賞
給
丞
相
」
。
即
ち
も
し
治
療

の
効
果

　
　
　

が
現
れ
た
ら
、
直
ち
に
丞
相
の
官
位
を
賜

る
と
あ
る
。

時
代
は
少

々
後

に
な
る
が
、

一
八
七
二
年
三
月

に
、
広
東
籍
商
人
の
盲
目
の

娘
が
、
全
財
産
を
寄
付
し
、
上
海

の
寧
波

路
に
眼
病
専
科

の
体
仁
病
院
を
設
立

　お
　

し
た
。
以
後
、
こ
の
病
院
は
同
仁
病
院
と
合
併
し
た
。
こ
の
史
実
も
当
時
眼
病

が
か
な
り
流
行
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

一
九
〇

三
年
、
芝
罘
港
に
お
け
る
日
本
人
衛
生
会
の
前
任
医
師
で
あ
る
出
田

瀧
馬
は
、
中
国
人
街

に
あ
る
我
凌
萬
堂
薬
館

の
館
主
と
合
作
し
、
当
薬
館

で
開

業
し
た
。
患
者
の
病
気
を
大
別
す
る
と
、
眼
病
、
特
に
ト
ラ
ホ
ー
ム
が
最
も
多

　
お
　

く
、
梅
毒
下
肢
潰
瘍
が

こ
れ
に
次
ぐ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
に
眼
病
が
日
中
両
国
で
流
行
し
た
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
吟
香
の
精
錆
水

の
販
売
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
た
め
、
こ
こ
で
年
代
順
に
羅
列
す
る
。

八
六
四
年

ヘ
ボ

ン
が
調
合
し
た
目
薬
で
眼
病
が
治
癒

八
六
六
年
九
月
-

一
八
六
七
年

五
月

『和
英
語
林
集
成
』
印
刷

の
た

め
、

ヘ
ボ
ン
と

一
緒

に
上
海
に
滞
在
、
『呉
淞
日
記
』

を
記
述

八
六
七
年
五
月

初
回

の
上
海
往
訪
を
終
え
て
帰
国

八
六
七
年
八
月

日
本
で

ヘ
ボ
ソ
に
教
わ

っ
た
処
方

で
精
鋳
水
を
製
造

八
六
八
年
二
月

汽
船
購
入
の
た
め
、

二
度
目
の
上
海
往
訪

美
華
書
館
が
所
在
す
る
小
東
門
外

の
瑞
興
号
と
揚
経

橋
の
万
祥
号

に
精
鋳
水
の
委
託
販
売
を
依
頼

こ
の
略
年
表
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
吟
香
は
眼
病

の
治
療
を
体
験
し
、

上
海

の
貧
弱
な
社
会
医
療
状
況
を
見

て
か
ら
精
錆
水
を
中
国
に
売
り
広
め
た
。
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精
錆
水

の
引
札
に
、
適
応
症
は
の
ぼ
せ
目

(目
の
充
血
)、
か
す
み
目

(翳
ん
だ

目
)
、
突
き
目

(眼
の
外
傷
)
、
血
目
、
は
や
り
目

(流
行
性
結
膜
炎
)、
た
だ
れ

目

(眼
瞼
縁
炎
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
成
分
は
硫
酸
亜
鉛
で
あ

る
。
緩
和
と
収
斂
作
用
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
組
織

の
治
癒
促
進

の
効
果
も

あ
る
。
現
在
の
眼
科

の
臨
床
で
も
そ
の
処
方
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
あ
　

当
時

の
民
衆
に
と

っ
て
は
治
癒
効
果
が
驚

く
ほ
ど
抜
群
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

眼
病

に
苦
し
ん
だ
中
国
人

に
も
大
き

く
効
果
を
発
揮
す
る
と
吟
香
は
予
想
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
中
国

の
遅
れ
た
社
会
的
医
療
条
件

の
中
で
、
眼
病
の
流

行
は
日
本
の
医
薬
が
中
国
市
場

に
割
り
込

む
き

っ
か
け
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
彼

が
医
療
活
動
を
開
始
し
た

一
つ
の
要
因
に
な
る
。

四

西
洋
医
薬
と
東
洋

「
看
板
」

岸
田
吟
香
は

一
八
八
○
年

一
月
、
薬
局

「
楽
善
堂
」

の
上
海
支
店
を
開
設
す

る
た
め
、
三
回
目
に
上
海
を
訪
れ
、
上
海

で
正
式
に
医
療
活
動
を
開
始
し
た
。

「
楽
善
堂
書
薬
房
」

の
看
板
が
河
南
路
の
工
部
局

の
真
向
か
い
に
掲
げ
ら
れ
る
。

精
錆
水
を
目
玉
商
品
と
し
た
日
本
の
薬
品
、
雑
貨
、
書
籍
を
販
売
し
、
し
か
も

発
行
部
数
が

一
番
多
か
っ
た

『申
報
』
で
大
量

の
広
告
を
出
し
た
。
広
告

の
中

で
各
地
の
代
理
商
を
募
集
し
、
中
国
全
土

へ
と
販
売
網
を
広
げ
て
い
く
。

一
八
八
○
年
-

一
八
九
〇
年

の
間
に
、

上
海

(本
店
)
の
ほ
か
に
、
漢

口
、

　お
　

四
川
、
福
州
、
天
津
、
北
京

に
も
支
店
を
設
け
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
吟
香
は

主
に
新
聞
広
告
と
い
う
宣
伝
方
法
を
用
い
て
消
費
者
の
獲
得

に
努
め
た
。
陳
祖

恩
氏

の
統
計
に
よ
る
と
、

一
八
八
○
年
1

一
八
九
三
年

の
間

に
、
『申
報
』
に

　が
　

掲
載
さ
れ
た
楽
善
堂
薬
品

の
広
告

は

一
〇
〇
種
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
薬
品
は
日
本

の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
楽
善
堂
広
告
と
衛
生
宣
伝
書

の

『衛
生
新
編
』
(
一
八
九
三
年
)
に
書

か
れ
た
薬
品
の
紹
介
を
見
る
と
、
西
洋

か
ら
導
入
し
た
も

の
、
言
い
換
え
れ
ぽ
、
西
洋
薬
と
思
わ
れ
る
も

の
が

一
部
を

占
め
て
い
た
。
『衛
生
新
編
』
は
吟
香
が

一
八
九

一
年

に
初
め
て
日
本
で
出
版

し
た
衛
生
宣
伝
書

の

『衛
生
手
函
』
の
続
編

で
あ
る
。
薬
品
四
二
種

の
中
に
、

一
〇
種
が
欧
米

の
医
者
、
病
院
あ
る
い
は
日
本
の
医
者
、
病
院
に
よ
り
開
発
さ

れ
た
と
書

い
て
い
る
。
し
か
し
、
『申
報
』
の
楽
善
堂
広
告

と
上
海

で
出
版
さ

れ
た
増
補

『楽
善
堂
書
目
』
(
一
八
八
七
年
)
の
四
四
種

の
薬
品
リ
ス
ト
を
見
る

と
、
薬
品
の
開
発
元
と
い
う
よ
う
な
説
明
が

一
切
な
く
、
全
て
が
あ
た
か
も
漢

方
薬

の
よ
う
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。

　サ
　

『衛
生
新
編
』
掲
載

の
西
洋
薬

の
開
発
元

n

1

精
鋳
水

H
ア
メ
リ
カ
の
大
医
平
文
先
生
よ
り
直
伝
の
名
方
、
目
薬

2

鉄
飴
煎

凵
東
京
大
学
医
学
部
お
雇
い
の
ド
イ
ッ
医
学
博
士
ベ
ル
ツ
先

生

の
処
方
、
薬
局
長
草
野
元
養
先
生
が
精
錬
し
た
も

の
、
滋
養
強
壮

3

崑
壽
蘭
護
酒

"
南
米
洲
の
白
露
國
よ
り
産
出
、
胃
癌
、
胃
潰
瘍

の
特

効
薬

4

マ
ル
ツ
エ
キ
ス

日
麦
児
子
液
素
、
滋
養
強
壮
、
欧
米
各
国
病
院
で
愛
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用
さ
れ
る

5

補
養
丸

ロ
イ
ギ
リ

ス
の
合
信
先
生
、
上
海

の
恵
済

(仁
済
?
)
医
院

で
支
那
人

の
性
質
虚
弱
に
発
明
し
た
も

の

6

小
兒
薬
王
キ
ン
ド

ル
散

"
ド
イ

ッ
の
大
医
胱

フ
ヘ
ラ
ソ
ド
先
生

の
処

方
7

経
験
解
熱
丸

"
日
本
病
院
に
お
い
て
数
千
回
の
試
験
を
経
て
発
明
さ

れ
た
薬
品

8

健
歩
散

H
脚
気

の
妙
薬
、
原
田
侍
医
、
東
京
大
学
医
学
部

の
脚
気
病

院
長
だ

っ
た
と
き
発
明
し
た
薬

9

複
方
沃
度
丁
幾

凵
痃
癖

レ
ウ

マ
チ
ス
、
皮
膚
病
塗
薬
、
日
本
薬
局
方

の
定
量
に
基
づ
き
薬
料
を
精
選
し
調
製
し
た
も

の

10

歯
痛
わ
す
れ
薬

H
小
幡
先
生
の
伝
方
、
米
国
で
歯
科
の
医
術
を
修
業

し
た
と
き
用

い
た
薬

　お
　

『楽
善
堂
書
目
』
薬
品
リ
ス
ト
の
冒
頭

日

日
本
處
扶
桑
之
東
極
古
稱
蓬
莢
現
在
瀛
洲
中
多
仙
山
霊
水
間
産
奇
樹
薬

草
其
神
掌
東
方
陽
和
之
氣
是
以
醫
亦
多
神
手
本
堂
向
在
東
京
開
設
多
年
庚

申
三
月
分
設
上
海
所
選
製
各
種
丸
散
膏
丹
倶
係
仙
傳
秘
方
揀
選
道
地
上
等

薬
料
濟
世
為
懐
加
意
修
合
務
期
薬
到
病
除
同
登
壽
域

(訳
文
)
日
本
は
扶
桑
の
東
の
端
に
位
置
し
、
古
く
は
蓬
莢
、
現
在
は
瀛

洲
と
称
す
る
。
国
に
仙
山
と
霊
水
が
多
く
、
珍
し
い
樹
木
と
薬
草
を
産
出

す
る
。
そ

の
神
は
東
方

の
陽
と
和

の
気
を
掌
り
、
以
て
医
者
も
名
手
が
多

い
。
当
店
は
東
京

で
開
設
し
多
年
を
経
過
し
た
が
、
庚
申
の
三
月
に
上
海

で
支
店
を
設
け
た
。
選
択
し
製
造
し
た
各
種
の
丸
薬
、
散
剤
、
膏
薬
、
丹

薬
は
皆
仙
人
が
伝
授
し
た
秘
方

で
あ
る
。
本
物
の
上
等

の
薬
種
を
選
択
し
、

済
世
を
志
と
す
る
。
心
を
込
め
て
修
練
し
た
の
で
、
務

め
て
薬
が
効
き
病

気
が
治
り
、
共

に
長
寿

の
域

に
登
る
こ
と
を
願
う
。

当
時

は
精
鋳
水

の
ほ
か
に
、
「
楽
善
堂
三
薬
」
と
命
名
さ
れ
た
三
種

の
薬
も

日
本
で
よ
く
宣
伝
さ
れ
、
錦
絵

・
引
札
に
も
載

せ
ら
れ
た
。
そ
の
三
薬
は

「
補

養
丸
」
「鎮
溜
飲
」
「穏
通
丸
」
で
あ
る
。
『衛
生
新
編
』
の
中
に
、
補
養
丸
は
、

ホ
ブ

ソ
ン
が
上
海

の
恵
済
病
院
に
い
た
時
、
中
国
人
は
体
質

の
虚
弱

の
人
が
多

い
の
を
見

て
開
発
し
た
も
の
と
説
明
し
て
お
り
、
ま
た
気
血
を
補
い
、
精
神
を

　あ
　

養
う
効
能
が
あ
る
と
書

い
て
い
る
。
「
三
薬
」
の
引
札
に
も
、
「補
養
丸
」

の
傍

　
れ
　

に

「官
許
英
醫
合
信
氏
遺
方
」
と
い
う

一
行
が
あ
る
。

一
方
、
増
補

『楽
善
堂

　む
　

書
目
』

に
補
養
丸
と
類
似
す
る
漢
方
薬
名

の

「
人
参
大
補
丸
」
が
あ
る
。
当
書

目
は
中
国
人
を
読
者
層

に
し
て
上
海

で
出
版
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開

発
元
の
説
明
は
全
部
避
け
て
お
り
、
「
人
参
大
補
丸
」

の
条
目
に
も
そ
れ
に
関

す
る
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。

西
洋
医
学
が
徐

々
に
上
海

で
普
及
し

つ
つ
あ

っ
た
こ
の
時
期
、
な
ぜ

「
西

薬
」
を
堂
々
と
名
乗
ら
ず
、
「中
薬
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
文
句

で
説
明
文
を

書
い
た
の
か
。
西
洋
医
学
の
受
け
入
れ
状
況
と
い
う
角
度
か
ら
こ
の
疑
問
を
解
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い
て
み
た
い
。

当
時
の

『申
報
』
の
医
学

・
医
療
に
関

す
る
論
説
と
投
稿
を
手
が

か
り
に
、

西
洋
医
学

の
受
け
入
れ
情
勢
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
全
部
列
挙
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
西
洋

医
学

(以
下
西
医
と
表
記
)
と
中
国

医
学

(以
下
中
医
と
表
記
)
に
対
し
て
、
以

下
の
論
説
が
あ

っ
た
。

(前
略
)
外
國
之
薬
其
名
既
異
其
性
複
殊
而
且
研
末
煉
水
更
無
従
而
知
其　れ

　

形
故
中
國
人
明
知
其
薬
之
良
而
不
敢

服
誠
恐
服
之
有
誤
而
無
術
以
救
正
之

(後
略
)

(訳
文
)
(前
略
)
外
国

の
薬
は
名
称
が
異
な
り
、
性
質
も
特
殊
で
あ
る
。

そ
の
上
、
粉
末
に
研
き
、
水
で
錬
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
形
を
更

に
知
る
由

が
な

い
。
故
に
中
国
人
は
そ
の
薬

の
よ
さ
を
知

っ
て
い
る
も

の
の
、
飲
む

の
を
怖
が

る
。
誤

っ
て
飲

ん
だ
ら
救

う
術
が
な

い
の
を
恐
れ
る
か
ら
。

(後
略
)

(前
略
)
若
謂
西
醫
不
善
於
治
内
症
而
薬
不
宜
於
治
華
人
何
以
中
國
貧
窮

諸
人
之
患
内
症
者
就
醫
薬
於
館
中
愈
者
亦
多
未
聞
其
有
九
死

一
生
也
而
中

國
富
貴
人
家
之
患
各
症
者
延
中
國
之
醫
服
中
國
之
薬
不
愈
者
亦
多
未
聞
其　ゐ

　

能
起

死
回
生
也

(中
略
)
又
何
必
疑

西
醫
而
信
華
醫
輕
西
薬

而
重
華
薬

(後
略
)

(訳
文
)
(前
略
)
西
医
は
内
証
に
長

じ
な
い
、
そ
の
薬
も
華
人

に
適
応
し

な
い
と
謂
う
な
ら
、
な
ぜ
中
国

の
貧
困
者
で
内
証
を
患

っ
た
者
が
病
院
で

治
療
を
受
け
た
ら
、
治

っ
た
人
も
多

い
の
か
。
九
死

一
生

の
人
を
未
だ
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国

の
裕
福
の
家

の
人

は
各
種

の

病
気
を
患

っ
た
後
、
中
医
を
招
来
し
、
中
国

の
薬
を
服
し
て
も
治
ら
な
い

人
も
多

い
。
起
死
回
生
が
で
き
る
な
ど
未
だ
聞

い
た
こ
と
が
な

い
。
(中

略
)
西
医
を
疑

い
、
中
医
を
信
じ
、
ま
た
西
薬
を
軽
視
し
、
中
薬
を
重
視

す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
(後
略
)

奇
症
倏
愈

中
西
之
醫
理
雖
微
有
不
同
然
治
外
症
則
西
醫
似
較
爽
○
昨

悉
有
寶
山
縣
人
銭
姓
者
年
約
四
十
餘
腰
下
生

一
贅
瘤
大
幾
如
斗
蓋
已
多
年
矣

(中
略
)
屡
謁
中
國
名
醫
威
為
束
手
因
向
仁
濟
醫
館
求
治
醫
士
謂
此
易
與

耳
遂
取
利
刃
将
四
周
之
皮
由
漸
割
開
所
有
血
筋
與
膚
肉
相
連
者
亦
盡
刮
下

　ね
　

然
後
曲
折
其
刃
従
底
控
出
則
儼
然
如

一
大
球
也

(後
略
)

(訳
文
)
奇
病
が
急
速

に
治
癒

中
国
医
学
と
西
洋
医
学

の
理
論

は
微
か

に
異
な

っ
た
所
は
あ
る
が
、
然
る
に
外
科

の
治
療

は
西
洋
医
学
の
ほ
う
が

比
較
的

に
素
早
い
。
昨
日
は
寶
山
県
出
身
で
銭
を
名
乗
る
者
が

い
る
と
知

っ
た
。
年

は
約
四
十
余

で
、
腰

の
下
に
瘤
が
生
え
て
い
る
。
升
の
よ
う
に

大
き
く
、
す
で
に
多
年
を
経
過
し
た
。
(中
略
)
何
度
も
中
国

の
名
医
を

尋
ね
た
が
、
皆
手

の
施
し
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
故
、
仁
済
医
館

に
治
療
を

求
め
た
。
医
師
は
こ
れ
が
簡
単

に
解
決
で
き
る
と
言

っ
た
。
遂
に
鋭
利
な

刀
を
取
り
周
り

の
皮
を
漸
次
に
切
り
分
け
、
血
管
と
経
絡
が
皮
と
肉
に

つ
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な
が
る
も

の
を
悉
く
こ
そ
ぎ
取

っ
た
。
そ
の
後
、
刃
物
を
曲
げ
底
か
ら
瘤

を
掘
り
出
し
た
。
瘤

は
ま
る
で
大
球

の
よ
う
で
あ
る
。
(後
略
)

の
仲
間
と
送
別
文
を
書

い
た
。
彼
は
中
医

の
医
者
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

医薬 ・医療 と 「日中連 帯」

『申
報
』

の

一
面
に
掲
載
さ
れ
た
医
学
に
関
す
る
論
説
、
記
事
は
的
確
に
中
医

と
西
医
と
を
対
照
的
に
捉
え
て
論
評
し
た
。
長

い
医
学
の
伝
統
を
持

つ
中
国
に

西
医
を
導
入
す
る
際
、
受
け
入
れ
側

の
反
応
と
し
て
は
尤
も
で
あ
る
。
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
上
記
の
論
説
を
読
め
ば
、
世
間
に

「
西
医
は
外
科

に
長
じ
、
内

科
に
欠
け
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
存
在

す
る
こ
と
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
前
節

で
述

べ
た
よ
う
に
、
宣
教
医
師

は
慈
善
医
療

の
方
針
と
外
科
な
ど

の
医
術
で
民

衆

の
歓
迎
を
受
け
た
。
上
海
に
お
い
て
患
者
数
も
徐

々
に
増
え

つ
つ
あ

っ
た
。

し
か
し
、
歓
迎
さ
れ
た
の
は
外
科
な
ど

の
よ
う
な
漢
方
医
が
苦
手
な
医
術
に
留

ま
り
、
内
科
の
診
療
と
西
洋
薬
は
ま
だ
か
な
り
抵
抗
さ
れ
、
十
分
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
て
は
い
な
か

っ
た
。

そ
う
し
た
状
況

の
中

で
、
吟
香
は
日
本

に
導
入
さ
れ
、
開
発
さ
れ
た
西
医

・

西
薬
を
中
国
に
広
め
る
際
、
中
国
人
に
受
け
入
れ
や
す

い
中
医

・
中
薬

の
名
目

を
借
り
て
宣
伝
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と

し
た
と
思
わ
れ
る
。

町
の

「江
湖
医
」
「草
医
」
を
風
刺
し
た
吟
香
は
、
「楽
善
堂
書
薬
舗
」
と
い

う
看
板
を
掲
げ

た
二
階
建

て
の
建
物

で
開
業
し
、

二
階
を
上
海

の
文
人
と
漢
詩

　あ
　

を
詠
む
玉
蘭
吟
社
の
活
動

の
場
所
に
し
た
。
ま
た
、
上
海

の
詩
人
を
毎
月

二
回

　が
　

ぐ
ら
い
招
待
し
て
交
遊
し
た
。

一
八
八
九
年
春
、
日
本
に
帰
国
す
る
前
に
、
か

つ
て
墨
海
書
館

で
翻
訳

の
仕
事
を
手
伝

っ
た
王
蹈
が
、
漢
詩
を
詠
む
玉
蘭
吟
社

(前
略
)
生
平
實
隠
於
醫
挙
凡
金
匱
之
秘
方
霊
枢
之
妙
籍
潜
心
探
索
勃
窮

其
中
久
之
而
悟
徹
精
微
出
神
入
化
嘗
設
薬
肆
於
海
上
求
醫
者
戸
限
幾
穿
先

　り
　

生
毎
為
之
按
脉
立
方
斟
酌
盡
善

一
經
診
治
無
不
著
手
成
春

(後
略
)

(訳
文
)
(前
略
)
(岸
田
吟
香
先
生
は
)
普
段
医
学

に
隠
遁

し
、
凡
そ
金
匱

の
秘
方
、
霊
枢
の
名
著
は
心
を
打
ち
込
ん
で
研
究
し
、
そ
の
中

の
秘
訣
を

追
求
す
る
。
久
し
く
し
て
そ
の
精
微
を
悟
り
、
絶
妙

の
域
に
達
す
る
。
薬

店
を
上
海
で
開
設
し
、
薬
を
求
め
よ
う
と
し
た
人

々
の
押
し
合

い
で
、
門

が
壊
さ
れ
る
ほ
ど
人
気
が
あ

っ
た
。
先
生
は
病
人

の
脈
を
診
て
処
方
箋
を

書
く
た
び
に
、
常
に
熟
慮
し
善
を
尽
く
す
。
診
療
を
受
け
た
人

で
、
治
癒

し
な
い
人
は
い
な
い
。
(後
略
)

王
蹈

の
評
価
か
ら
見
る
と
、
吟
香
は
中
医

の
開
業
と
診
察

の
方
式
、

つ
ま
り

「坐
堂
」
と

「脈
診
」

の
方
式
を
取

っ
て
い
た
。
「
坐
堂
」
は
儒
医
の

一
つ
の
開

業
の
方
式

で
、
医
者
は
薬
店
で
患
者
を
診
察
し
、
薬
材
を
調
合
す
る
。
も
う

一

つ
の
開
業

の
方
式
は
屋
敷

で
患
者
を
診
察

し
、
処
方
箋
を
渡
す
だ
け
で
、
薬
材

は
患
者
に
薬
店

で
購
入
し
て
も
ら
う
。
儒
医
は
官
僚
が
退
官
後

に
医
を
趣
味
と

す
る
人
や
、
科
挙

に
落
第
し
て
医
を
行
う
人
が
自
称
す
る
表
現

で
あ
る
。
町
の

「江
湖
医
」
「草
医
」

よ
り
医
療

レ
ベ
ル
と
社
会
的
地
位
が
高
い
の
は
言
う
ま
で
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も
な
い
。

中
医
の
開
業
と
診
察
の
方
法
を
使
い
な
が
ら
、
吟
香
は
西
洋
医
学

の
知
識
を

中
国
に
導
入
し
た
。

ほ
ぼ
四
ヶ
月
前
に
、

玉
蘭
吟
社

の
友
人
と
交
流
す
る
会
合

で
、
吟
香
は

「折
畳
式
明
堂
内
外
全
図
」

を
紹
介
し
、
そ
の
具
体
的
な
構
造
は

『申
報
』

で
披
露
さ
れ
て
い
る
。

摺
畳
明
堂
内
外
全
圖
乃
日
本
岸
吟
香
先
生
之
所
手
製
也
吟
老
精
岐
黄
術

懸
壷
於
滬
上
者
有
年
矣
所
售
各
薬
悉
本
樞
經
以
故
投
無
不
效
聲
名
鵲
起
近

復
手
製

一
圓
以
紙
為
之
如

一
本
書
開
視
則
中
有
人
形
両
面

一
為
正
面

一
為

反
面
反
面
之
中
糸
五
臓
六
腑
十
二
經
絡
蓋
本
素
問
人
之
五
臓
系
於
背
之
説

外
為
肋
骨
掲
去

一
層
即
為
臓
腑
又
將
臓
腑
分
為
内
外
両
層
間
有
分
作
三
層

　が
　

者
層
層
掲
開
條
分
縷
晰

一
無
遺
漏

(後
略
)

(訳
文
)
折
畳
明
堂
内
外
全
図
は
日
本

の
岸
吟
香
先
生
が
手

で
製
造
し
た

も
の
で
あ
る
。
吟
老
は
漢
方
医
術
に
精
通
し
て
お
り
、
上
海
に
お
い
て
医

者
と
し
て
開
業
し
て
数
年
が
経

っ
た
。
販
売
さ
れ
た
各
種
の
薬
は
、
す
べ

て
重
要
な
経
絡
に
基
づ

い
て
開
発
さ
れ
た
た
め
、
効

か
な

い
も
の
は
な

い
。

名
声
が
急

に
高
ま

っ
た
。
最
近
ま
た
手
で
図
を

一
枚
製
造
し
た
。
紙
で
為

し
て
い
る
。

一
冊

の
本

に
似
て
お
り
、
開

い
て
中
を
見
る
と
、
人
形
が

二

面
を
為
し
て
い
る
。

一
面
は
表
で
あ
り
、

一
面

は
裏
面
で
あ
る
。
裏
面

で

は
五
臓
六
腑
と
十

二
経
絡
を
結
ん
で
い
る
。
人
の
五
臓
は
背
中
に
結
ぶ
と

い
う
素
問
の
説

に
基
づ
く
。
外
は
脇
骨
で
あ
り
、

一
枚
を
開
け
た
ら
、
即

ち
臓
腑
で
あ
る
。
又
臓
腑
は
内
外

の
二
枚
に
分
け
、
間
に
三
枚

に
分
け
る

も
の
も
あ
る
。

一
枚

一
枚
開
け
て
、
細
目
が
明
瞭

で
、
漏
れ
る
も
の
が
な

い
。
(後
略
)

こ
の
図
は

一
体
何
の
も

の
か
と
い
う
と
、
標
題

の

「
明
堂
」
は
鍼
灸
の
模
型

あ

る
い
は
ツ
ボ
の
標
示

の
点
を
表
し
て
お
り
、
人
体

の
経
脈
と
ツ
ボ
の
図
と
も

い
う
。
ざ

っ
と
読
め
ば
、
中
医
の
人
体
経
脈
と
ツ
ボ
の
図
を
開
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
お
ま
け

に
、
文
中

の

「素
問
」
は
中
医

の
経
典

『黄
帝
内

経
』
の

一
種

の
伝
本
を
指
し
て
い
る
。

『内
経
』
は
中
国
現
存

の
最
古

の
医
学

理
論

の
著
作
で
、
中
医
理
論
の
源
流
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ

れ
は
中
医
系
統
の
人
体
経
脈
内
景
図
と
と
ら
え
て
も
不
思
議

で
は
な

い
。
し
か

し
そ
の

一
方
で
、
内
臓
を
紙
で
切
り
抜
き
、
貼
り
合
わ
せ
た
上
で
、

一
枚

一
枚

開

い
て
中
の
も

の
を
順
次
見
せ
る
形
式
は

一
七
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
剖
入

門
書

の
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば

い
い
か
。
合
理
的
な

推
測
は
中
医

の
伝
統
理
論
を
援
用
し
た
西
医
の
解
剖
図
で
、
吟
香
は
中
国
の
伝

統
医
学
の
権
威
を
借
り
て
西
洋
医
学

の
受
容
を
図

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
聞
広
告
の
ほ
か
に
、
吟
香
は
毎
年

の
正
月
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
付
き

の
引
き
札
を
同
業
者
に
配
り
、
楽
善
堂

の
名
声

の
向
上
に
利
用
し
た
。

鳴
謝
雅
既

日
本
岸
吟
香
君
博
雅
好
古
精
於
諚
正
文
字
復
擅
青
嚢
術
杏

林
春
煖
久
噪
芳
名
昨
承
既
以
本
年
中
東
西
合
璧
月
分
牌
雕
鏤
精
工
顔
色
鮮
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　ハ
　

麗
懸
之
座
右
實
足
豁
目
賞
心

(後
略
)

(訳
文
)
恵
贈

へ
の
感
謝

日
本

の
岸
吟
香
君
は
博
雅

の
君
子
で
古
典

の

文
物
を
好
む
。
文
字
の
考
証

に
精
通

し
、
ま
た
は
名
医
で
も
あ
り
、
そ
の

芳
名
は
久
し
く
響

い
て
い
る
。
昨

日
は
本
年

の
陰
暦
と
陽
暦
を
合
わ
せ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
を
賜

っ
た
。
印
刷

は
精
緻
で
、
色
彩
鮮
麗

で
あ
る
。
座
右

に

懸
け
れ
ば
実
に
目
と
心
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

岸
田
吟
香
先
生
創
設
楽
善
堂
薬
室
於
本
埠
河
南
路
歴
年
新
歳
必
印
成
中

西
合
歴
恵
贈
同
人
上
方
遍
繪
東
國
衆
仙
及
扶
桑
勝
景
新
奇
佳
妙
早
已
記
諸

　の
　

報
端
矣

(後
略
)

(訳
文
)
岸
田
吟
香
先
生
は
楽
善
堂
薬
室

を
わ
が
町
の
河
南
路
に
設
立
し

て
い
る
。
毎
年

の
新
年
、
必
ず
陰
暦

と
陽
暦
を
合
わ
せ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を

印
刷
し
、
同
業
者
に
恵
贈
す
る
。
上

に
至
る
所
で
東
国
の
仙
人
と
扶
桑

の

景
勝
が
描
か
れ
て
い
る
。
新
奇
で
美

し
く
、
早
く
か
ら
も
諸
新
聞
に
記
載

さ
れ
て
い
た
。
(後
略
)

上
記

の
報
道
に
よ
る
と
、
引
札
は
精
巧

に
製
作
さ
れ
、
東
洋
の
情
趣
を
漂
わ

せ
る
日
本

の
仙
人
と
勝
景
が
描
か
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
吟
香
本
人
の
趣
味
を
反

映
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

一
部

の
民
衆

の
伝
統
を
好
む
趣
味
を

考
え
て
デ
ザ
イ

ン
し
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

宣
教
師
が
上
海
を
中
心
と
し
た
各
都
市

で
伝
道
医
療
を
展
開
す
る
中
で
、
吟

香
は

一
部

の
中
国
人
が
中
医

の
内
科
と

「中
薬
」
に
固
執
し
た
傾
向
か
ら
、
中

医

の
診
療
兼
売
薬

の
開
業
方
式
と
脈
診
の
診
察
方
法
に
よ
り
、
地
元
の
信
頼
を

獲
得
し
つ
つ
、
西
洋

の
医
薬
を
中
国
の
医
薬

の
名
目
を
利
用
し
て
導
入
す
る
特

徴
が
見
ら
れ
た
。

五

ア
ヘ
ン
中
毒
の
救
助
と
中
国
保
全

一
部

の
中
国
人
の
中
医
信
頼
に
合
わ
せ
た
手
法

で
西
洋

の
医
薬
を
導
入
す
る

傍
ら
、
吟
香
は
中
国
人

の
ア

ヘ
ソ
吸
飲
を
深
く
憂
慮
し
た
。
周
知

の
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア

ヘ
ン
商
人
の
密
輸
入
で

一
七
七
三
年
か
ら

ア
ヘ
ン
は
加
速
度
的

に
中
国
に
流
入
し
、

一
八
三
八
年
に
は
四
万
二
〇
〇
箱
が
中
国

に
持

ち
込
ま
れ

た
。

ア

ヘ
ン
の
中
毒
者
は

一
八
三
五
年

の
推
計
で
す
で
に
二
〇
〇
万
人
以
上
と

　
む
　

あ
る
。
支
配
階
級

か
ら
知
識
人

・
商
人

・
兵
士

・
僧
侶

・
道
士

・
娼
妓
な
ど
あ

ら
ゆ
る
階
層

の
者
を
蝕
ん
で
い
た
。
清
政
府

は
銀

の
流
出
と
兵
士

の
吸
飲
を
危

惧
し
て

一
時
禁
止
令
を
出
し
た
が
、
効
果
が
現
れ
ず
、
林
則
徐
を
代
表
と
す
る

禁
煙
派
の
強
固
な
禁
絶
措
置
で
ア

ヘ
ン
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
も

の
の
、
結
局
、

清
政
府
は
妥
協
派

の
弛
禁
論

の
意
見
を
採
択
し
、
林
則
徐

に
免
職

の
処
分
を
与

え
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
五
八
年

の
第
二
次

ア

ヘ
ソ
戦
争

の
敗
戦
に
よ
り
締
結

さ
れ
た

「
天
津
条
約
」

に
お
い
て
ア

ヘ
ン
貿
易
が
合
法
と
な
り
、
外
国
商
人
が

輸
入
税
さ
え
払
え
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
清
政
府

は
国

内
の
ア

ヘ
ン
の
栽
培
と
販
売
に
対
し
て
も
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
。

そ
し
て
上
海
で
は
ア

ヘ
ソ
吸
飲

の
場
所
を
提
供
す
る
煙
館
が
急
速
に
増
え
、
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　ロ
　

一
八
七
〇
年
代

に
入
る
と
、

一
七
〇
〇
軒

余
の
煙
館
も
誕
生
し
た
。

　
お
　

一
八
六
七
年

の

『呉
淞
日
記
』
に
、
吟
香
は
こ
の
よ
う
に
記
し
た
。

り
候

へ
ど
も
孰
れ
も
古
風
の
丸
散
膏
丹
.の
み
な
り
、
本
舗

の
鉄
飴
煎

ハ
鴉

　
　
　

片
煙
毒

に
て
衰
弱
し
た
る
者
に
尤
も
効
あ
り
と
て
能
く
賣
れ
申
候
。
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三
月

二
十

二
日
、
(前
略
)
支
那

で

一
番

お
か
し
き
な
ら

は
し

ハ
、
女

の
あ
し
を
し
ば
る
事
な
り
。
そ
れ
か
ら
を
と
こ
の
あ
た
ま
の
尾
な
り
。
そ

れ
か
ら
阿
片
煙
を
の
む
事
な
り
。
そ
れ
か
ら
く

つ
の
あ
た
ま
の
、
う

へ
へ

む
い
て
い
る
事
也
。
そ
れ
か
ら

つ
め

の
な
が

い
事
な
り
。
ま
だ

い
ろ
い
ろ

お
か
し
き
事
あ
り
。

一
八
九
四
年
、
朝
鮮

で
の
権
益
と
宗
主
権
を
め
ぐ

っ
て
発
生
し
た
日
清
戦
争

が
、
清
朝
軍
の
敗
北
で
幕
を
閉
じ
た
。
惨
敗
に
対
す
る
反
省
は
中
国

の
朝
野
に

お
い
て
な
さ
れ
た
。
吟
香
は
甲
府

へ
旅
行
し
た
際
、
売
薬
業
者

の
招
待
を
受
け

た
席
上
で
、
中
国

の
敗
北
を
国
家
制
度
の
不
完
全
、
民
心
の
隔
離
、

ア
ヘ
ソ
の

喫
煙
と
い
う
三
点

の
原
因
に
集
約
し
た
。

清
末

の
封
建
的

・
廃
頽
的
な
風
俗
習
慣

は
彼

の
風
刺

の
的
に
な
り
、

ア

ヘ
ン

の
吸
飲
は
三
番
目
の
お
か
し
い
こ
と
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
彼

は
た
だ

傍
観
者
と
し
て
発
言
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

ア

ヘ
ソ
中
毒
者
の
救
助
も
医
療
活

動

の
内
容
に
繰
り
込
ん
だ
。

上
海
楽
善
堂
が
販
売
し
た
薬

の
中
で
、

聖
恵
戒
煙
丸
と
戒
煙
紅
両
散
と
い
う

二
種
類
の
戒
煙
薬
が
あ
る
。
日
本
本
店
が

開
発
し
た
鉄
飴
煎
は
、
次
の
引
用
に

見
る
よ
う

に
戒
煙
に
役
立

つ
情
報
が
福
州

の
支
店
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
戒
煙
紅

両
散
と

い
う
中
薬
ら
し
い
名
前
を

つ
け
て
中
国
で
販
売
し
た
も

の
と
推
測
で
き

る
。

(前
略
)
當
支
店
も
近
比
益

々
評
判

よ
ろ
し
く
精
鋳
水
其
の
外
と
も
日
々

買
客
店

に
満
ち
申
候
、
當
地

ハ
醫
者

に
乏
し
き
故
か
賣
薬
店

ハ
多
く
是
あ

支
那

ハ
邦
土
我
に
二
十
倍
し
人

口
亦
我

に
十
倍
す
此
の
廣
大
な
る
邦
土

と
多
く

の
人

口
を
と
有
し
な
が
ら

一
た
び
我
國
と
干
戈
相
見
る
や

一
敗
地

に
塗
れ
て
彼
が
如
き
醜
状
と
萬
國
に
曝
ら
せ
し

ハ
如
何
な
る
原
因
に
よ
る

か
個
人
間

の
心
情
と
体
力
と
に
比
す
れ
バ
彼
我
格
別
の
差
と
見
ざ
れ
大
敗

原
因

の
大
部
分

ハ
國
家
制
度
の
不
完
全
に
歸
せ
ざ
る
と
得
ず
さ
て
愛
親
覚

羅
氏

ハ
満
洲

の

一
隅
よ
り
起
り
現
今

の
帝
國
と
成
せ
し
も

の
な
れ
バ
民
心

の
隔
離
種
族
間
の
軋
轢
蔑
視

ハ
能
く
國
家
的
統
合
と
為
さ
し
む
る
能
は
ず

且

つ
百
年
前
英
人
が
侵
畧
主
義

の
先
駆
と
し
て
鴉
片

の
輸
入
と
支
那
に
致

し
以

て
心
神
と
敗
頽
せ
し
め
併
呑

の
手
段
に
供
せ
ん
と
せ
し
よ
り
鴉
片
喫

烟

の
風
清
国
の
上
下
と
通
じ
て
行

は
れ
相
率
ひ
て
滔

々
風
と
な
し
遂

に
清

　あ
　

民

の
體
格
心
質
に
變
移
と
来
ら
し
め
た
り
。
(後
略
)
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イ
ギ
リ
ス
の
ア

ヘ
ン
商
人

の
密
輸
入
に
よ
り
中
国
人

は
次
第
に
吸
飲
に
溺
れ
、

心
身
両
面
の
健
康
が
蝕
ま
れ
た
。
国
民

の
体
格
が
衰
え
、
精
神
が
退
廃
し
た
状

態
が
続
く
。
そ
の
結
果
、
国
力

の
向
上
、
軍
事
戦
力

の
発
揮

に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。

ア

ヘ
ン
の
蔓
延
が
亡
国
の
危
機

を
も
た
ら
す
と
、
吟
香
は
分
析
し
て

い
る
。

一
八
八

一
年

四
月
、
吟
香
は
ア
ジ
ア
の
提
携
、
振
興
を
目
的
と
し
た
興
亜
会

の
議
員
に
選
任
さ
れ
た
。
維
新
政
府
成
立
後
ま
も
な
く
中
国

に
お
け
る
日
本
商

品
の
開
拓
で
欧
米
の
貿
易
競
争
に
対
抗
す

る
建
議
書
を
提
出
し
、
且

つ
一
八
八

七
年
三
月
か
ら
参
謀
本
部
派
遣
将
校

の
荒

尾
精
に
多
方
面
の
援
助
を
し
、
漢

口

楽
善
堂
支
店

の
看
板
の
下
で
、
中
国

の
実
情
調
査
を
遂
行
さ
せ
た
な
ど
、
こ
う

し
た
政
治
と
関
連
す
る

一
連

の
行
動
を
見

る
と
、
吟
香
は
早
く
か
ら
西
洋
勢
力

の
進
入
に
備
え
、
日
中
の
提
…携
を
唱
え
る
日
中
連
帯
論

の
支
持
者

の

一
人
で
あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
日
清
戦
争
後

の
中
国

へ
渡
航
す
る
日
本
人
が
増
加
す

る
状
況

に
備
、兄
て
、
中
国
人

の
中
毒
者
と
同
じ
よ
う
に
心
身
衰
弱

の
廃
人
に
な
ら
な
い

よ
う
、
吟
香
は
早
く
か
ら
ア

ヘ
ン
防
止
の
宣
伝

に
着
手
し
た
。

そ
の
宣
伝

の
主
旨
は
、

一
八
九
六
年

三
月

の
日
本
薬
学
会
例
会
で
行
わ
れ
た

　
め
　

講
演

で
確
認
で
き
る
。

現
今
清
國

二
於
ケ
ル
鴉
片
喫
烟

ノ
流
行

ハ
其
害
毒
尤

モ
烈

シ
キ
者

ニ
シ

其
隣
邦
タ
ル
我
國

二
於

テ

ハ
尤

モ
顧
慮
戒
心

ス
ル
所

ナ
カ
ル
可
カ
ラ
ズ
殊

二
戦
勝
後

ハ
交
際

モ
益

々
親
密
ト
成
リ
往
来

モ
頻
繁

二
至
ル
ベ
ケ
レ
バ
務

メ
テ
其
流
毒

ノ
情
態

ヲ
モ
詳
知

シ
置
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ニ
ナ
レ
バ
兼
テ
彼

の
地

二
在
リ
シ
頃
見
聞

シ
タ
ル
所

ヲ
演
説

シ
テ
之

ヲ
諸
君

二
報
道

ス
ル
ハ

世
道

二
裨
益
ナ
キ

ニ
非
ザ
ル
ベ
シ

(後
略
)

そ
れ
か
ら

一
八
九
八
年

八
月
、
光
緒
帝
が
日
本
を
見
本
と
す
る
資
本
主
義
改

革

の
変
法
維
新
を
採
択
し
た
二
ヵ
月
後
、
吟
香
は
中
国
旅
行
中

の
伊
藤
博
文

へ
、

ア

ヘ
ン
防
止

の
た
め
私
費

で
の

「戒
煙
医
院
」
設
立
に
つ
き
、
清
朝
の
要
人
ら

　ガ
　

の
諒
解
を
取
り
付
け
て
ほ
し
い
旨

の
手
紙
を
書

い
た
。

(前
略
)
御
存
じ
之
通
り
私
は
久
敷
支
那
に
於
而
売
薬
を
業
と
致
し
居
候

へ
共
、
或
る
人
は
医
者
之
様
に
思
ひ
居
候
者
も
有
之
、
相
応
に
名
声
を
も

得
居
候
事
に
御
座
候
。
樽
原
氏
等
も
御
存
じ
可
有
之
、
兼
而
之
志
願
は
現

在
支
那
全
国
に
蔓
延
致
居
候
鴉
片
煙
毒
を
禁
絶
致
度
と
の
希
望
に
御
座
候
。

然
る
に
張
之
洞
も
勧
学
篇
、
内
篇
之
終
末
に
去
毒
之

一
章
を
出
し
、
悲
哉

洋
烟
之
為
害
乃
今
日
之
洪
水
猛
獣
也
云
々
、
更
に
数
十
年
を
経
ば
必
ず
中

国
化
し
て
四
裔
之
魑
魅
と
為
ら
ん
と
而
己
嘆
息
し
て
、
其
去
毒
之
法
は
僅

に
興
学
者
戒
烟
之
薬
也
と
言

へ
り
。
今
日
盛
行
之
鴉
片
烟
毒
を
唯
学
校
を

興
す
位
之
事
に
而
戒
絶
致
候
事
は
迚
も
六
ヶ
敷
と
奉
存
候
。
然
る
に
私
は

幸
に
此
変
法
維
新
之
機
に
乗
じ
清
国
に
於
而
戒
烟
医
院
を
興
し
度
と
存
候

事
に
御
座
候
。
療
法
を
以
て
烟
瘡
を
戒
断
致
し
候
は
不
難
と
奉
存
候
。
其
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仕
法
等
之
詳
細
は
寸
楮
之
能
く
所
尽
に
無
之
候

へ
ど
も
、
始
め
先
私
の
私

費
を
以
而
可
然
所
に
戒
烟
医
院
を
創
設
致
し
、
夫
よ
り
逐
漸
推
拡
各
地
に

開
設
致
し
候
は
土

ご
二
十
年
後
に
は
鴉
片
妖
烟
を
支
那
国
よ
り
掃
清
可
致

と
奉
存
候
。
此
事
尤
も
自
強
致
富
第

一
緊
要
事
件
に
而
目
下
清
国
当
務
之

急
と
奉
存
候
。
(後
略
)

三
ヵ
月
後

の
十

一
月
、
中
国
の
領
土
の
保
全
、
改
革

の
支
援
を
主
旨
と
す
る

「東
亜
同
文
会
」

の
設
立
大
会
で
、
吟
香
は
評
議
員

に
選
出
さ
れ
た
。
中
国

の

変
法
維
新

の
機
運
を
利
用
し
て
ア

ヘ
ソ
の
害
を
中
国
全
国
で
消
滅
す
る
目
的

で
、

私
費
で
の
戒
烟
病
院
設
立
を
す
る
た
め
清
朝

の
要
人
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
た
。

な
ぜ
吟
香
は
私
費
を
投
じ
て
ま
で
戒
煙
病
院
を
中
国
で
設
立
し
よ
う
と
し
た
か
。

こ
れ
は
中
国
の
ア
ヘ
ソ
問
題

の
深
刻
化
と
関
係
が
あ
る
。

ア

ヘ
ソ
の
窒
呈
毋
が
中

国
で
広
ま
る
中
、
法
律
で
禁
止
す
る
措
置

は

一
九
〇
九
年

に
上
海
で
開

か
れ
た

国
際

ア

ヘ
ン
会
議

で
よ
う
や
く
実
施
さ
れ
た
。
そ

の
前

に
出
さ
れ
た
清
政
府

の

禁
煙
の
法
令
は
ア

ヘ
ン
戦
争

で
廃
止
に
な
り
、
以
後
ほ
と
ん
ど
何

の
取
り
締
ま

り
政
策
も
採
ら
れ
な
か

っ
た
。
吟
香
が
言

っ
た
張
之
洞
な
ど

の
洋
務
運
動

の
提

唱
者
た
ち
も
、
た
だ
新
式

の
学
校
を
設
立

し
て
民
衆
を
教
育
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
害
毒
を
防
こ
う
と
し
た
。
こ
れ
で
は
窒
呈
毋
の
源
を
絶

つ
こ
と
は
で
き
ず
、
消

極
的
な
防
止
策
と
言
う
し
か
な

い
。
清
政
府

の
無
力
な
対
応

に
よ
り
、
中
国
人

の
中
毒
者

は
さ
ら
に
増
え
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
中
国
で
増
加
す
る
居
留
日
本
人

に
も
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
吟
香
は
積
極
的

に
戒
煙
の
措
置
を
採
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

ア

ヘ
ン
中
毒

の
治
療

に
は
こ
れ
と
い
っ
た
特
効
薬
が
な
く
、
本
人

の
意
志
と
忍

耐
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
た
め
、
専
門
病
院
を
設
け
て
適
切
な
薬
物
の
投

与
と
医
者

の
管
理
で
耽
溺
を
断
絶
す
る
の
が
効
率
的
な
戒
毒
法
で
あ

る
。

こ
の
願

い
を
実
現
す
る
た
め
、

一
八
九
九
年
八
月
、
義
和
団
と
八
国
連
軍
が

北
京
で
激
戦
し
て
い
る
最
中
、
吟
香
は
再
び
伊
藤
博
文

へ
、
ア

ヘ
ソ
の
救
済
事

　お
　

業
を
決
行
す
る
旨
の
手
紙
を
送

っ
た
。

侯
爵
伊
藤
大
人
閣
下

支
那
北
事
戡
定
後
は
必
ず
阿
片
煙
戒
断
事
業
之
宿
志
を
遂
行
仕
候
見
込

に
御
坐
候
。
乍
序
申
上
候
也
。

結
局
、
ア

ヘ
ソ
病
院
設
立

の
願
い
は
実
現

で
き
な
い
ま
ま
、
吟
香
は

一
九
〇

五
年
六
月
七
日
に
病
死
し
た
。
し
か
し
、
中
国
で
系
列
病
院
を
設
立
す
る
構
想

は
、

一
九
〇
二
年
六
月
に
医
療
団
体

の
同
仁
会
の
結
成
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。

こ
の
団
体

の
設
立
は
吟
香

一
人
の
力

で
達
成
さ
せ
た
の
で
は
な
い
が
、
彼
が
主

唱
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
吟
香
が
医
学
界

の
名
士
と
東
亜
同
文
会

の
幹
部

　
お
　

を
連
合
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
た
ら
し
い
。
吟
香
の
提
案
と
推
進
力
が
な
け
れ

ば
、
同
仁
会
は
設
立
で
き
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
が
行

っ
た
医
療
活
動

は
、
後

に
発
生
し
た
日
本

の
対
中
医
療
進
出

に
対
し
て
、
正
に
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

228



医薬 ・医療 と 「日中連帯」

お
わ
り

に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
岸
田
吟
香

の
医
療
活
動
は
時
代

の
激
動

に
触
発
さ

れ
、
彼
自
身

の
医
療
体
験

に
基

づ

い
て
始

め
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
え

る
。
ま

ず
、
西
洋
宣
教
師

に
よ
る
西
洋
医
学
の
伝
播
は
、
彼
に
西
洋
の
近
代
医
薬
を
中

国

へ
導
入
す
る
意
欲
を
触
発
し
た
。

一
九
世
紀

の
初
期
か
ら
始
ま

っ
た
西
洋
の

勢
力

の
ア
ジ
ア
進
出
、
そ
れ
に
伴

っ
た
西
洋

の
学
問
の
伝
播

は
、
日
中
両
国
を

中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
と

っ
て
直
面
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
歴
史
的

な
衝
撃
で
あ
る
。
軍
事

・
経
済

・
文
化
な
ど
、
各
領
域
に
お
い
て
優
越

の
地
位

を
示
し
た
列
強
の
圧
力

に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

こ
れ
は
当
時

の
日
中
両
国
に

共
通
し
た
難
題
で
あ
る
。
幕
末
期
に
そ
の
よ
う
な
情
勢
を

い
ち
早
く
察
知
し
た

武
士
た
ち
は
、
西
洋

の
勢
力
の
動
向

に
常

に
関
心
を
寄
せ
、
対
策
を
考
え

て
い

た
。
宣
教
師

の
中
国
で
の
医
療
伝
道
活
動

に
対
し
て
、
幕
末

の
上
海
往
訪

の
武

士
た
ち
も
看
過
せ
ず
、

一
種

の
警
戒
意
識
を
持

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
日
中

の

経
済
提
携
で
西
洋
の
勢
力

に
対
抗
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
岸
田
吟
香
は
、
上
海

滞
在
中

に
貧
弱
な
社
会
医
療
状
況
を
目
撃

し
、
宣
教
師

の
伝
道
医
療

の
事
情
を

あ
る
程
度
把
握
し
た
以
上
、
そ
の
勢
力

の
拡
大
に
対
抗
す
る
意
識
が
芽
生
え
た

は
ず

で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び
上
海

へ
渡

っ
て
、
医
療
活
動
を
行
い
、
西
洋
の
近

代
医
薬
を
広
め
る
手
法
を
あ
れ
こ
れ
試
み
た
。

一
方
、
い
わ
ゆ
る
近
世
か
ら
近
代

へ
の
、
歴
史
の
転
換
期

で
発
生
し
た
眼
病

の
流
行
は
、
西
洋

の
先
進
的
な
医
薬
を
日
本
に
導
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
中

国
に
も
導
入
す
る
よ
い
機
会
を
提
供
し
た
。
眼
病
は
現
代
に
お
い
て
は
た
い
し

た
病
気
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
日
中

両
国
の
民
衆

の
福
祉
に
大
き
く
影
響
し
た
。
そ
れ
を
わ
が
身
で
痛
感
し
た
岸
田

吟
香
は
、
眼
病

の
流
行
を
契
機

に
、
西
洋
伝
入
の
処
方
を
ベ
ー
ス
に
近
代
的
な

薬
品
を
開
発
し
、
日
中
両
国

の
薬
品
市
場

に
導
入
す
る
機
会
を
う
ま
く
捉
え
た
。

彼
は
薬
品
の
販
売

に
よ
り
、
眼
病
を
初
め
と
し
た
各
種

の
悪
病
に
苦
し
ん
だ
日

中
両
国
の
民
衆
に
救
助

の
手
を
差
し
伸
べ
た
。

こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
岸
田

吟
香

の
医
療
活
動
は
医
学
の
交
流
、
そ
し
て
両
国
民
の
福
祉
の
増
進

に
大
き
な

意
味
を
持

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

西
洋

の
近
代
医
薬
を
中
国
に
導
入
す
る
過
程

に
お
い
て
、
彼

は
中
医

の
開
業

方
式
を
使
用
し
、
中
医

の
権
威
と
名
目
を
宣
伝

の
手
法
と
し
て
利
用
し
た
。

一

方
的
に
西
洋

の
医
薬
を
宣
伝
す
る
の
で
は
な
く
、
「
西
医
は
外
科
、
中
医
は
内

科
」
と
い

っ
た
受
容
側

の
中
医

へ
の
こ
だ
わ
り
に
応
じ
て
考
案
し
た
も

の
で
あ

り
、
異
な

っ
た
文
化

の
環
境

に
異
文
化
を
導
入
す
る
際
、
在
来
文
化
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
借
用
す
る

一
つ
の
具
体
例
を
呈
し
て
く
れ
た
。
そ
の
働
き
に
よ
り
、
伝

統
医
学
に
お
け
る
日
中

の
連
帯
感
も
同
時

に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
の
で
、

一
石

二

鳥

の
効
果
が
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
「
西
力
東
漸
」
と
い
う
時
代
背
景
を
出
発
点
と
し
て
岸

田
吟
香

の
医
療
活
動
の
意
味
を
検
討
す
る
際
、
医
学
の
交
流
、
福
祉
の
増
進
と
い
っ
た

プ
ラ
ス
の
評
価
を
導
く
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
そ
も
そ
も
岸

田
吟
香
の
目
的
は

ど
こ
に
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
経
済

の
利
益
を
追
求
し
、
「貿
易
立
国
」

の
抱
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負
を
実
現
す
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
確

か
に
、
精
鋳
水
を
初
め
と
し
た
薬
品

の
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
獲
得
し
た
経
済

の
利
益
も
大
き
か

っ
た
が
、
し
か
し

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
荒
尾
精

の
漢

口
楽
善
堂

の
中
国
探
査
事
業

に
捧
げ
た
。
し
た

が

っ
て
、
経
済
の
目
的
よ
り
、
彼
が
目
指

し
た
の
は
別

の
も

の
で
あ
る
に
違
い

な
い
。

中
国
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
の
蔓
延
を
、
岸

田
吟
香
は
深
く
憂
慮

し
た
。

ア

ヘ
ン

毒
が
も
た
ら
し
た
各
種
の
弊
害

に
よ
る
国
民

の
体
格
と

「
心
質
」

の
変
異
は
、

国
力
さ
ら
に
国
防

の
強
弱
と
密
接

に
関
係

し
て
い
る
。
国
土
と
人

口
が
は
る
か

に
日
本
を
上
回
る
中
国
は
、
日
清
戦
争
で

の
惨
敗
で
、
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
浮

き
彫
り
に
し
た
。
中
国

の
国
力

の
衰
退
は
東

ア
ジ

ア
の
振
興
と
隆
盛

の
足
を
引

っ
張
り
、
「
日
中
連
帯
」

の
理
想

の
実
現
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。
そ
れ
に
、

こ
れ
は
居
留
日
本
人
の
健
康
と
衛
生
に
関
わ
る
肝
心
な
問
題
で
も
あ
る
。

ア
ヘ

ソ
病
院
の
建
設

の
発
案
、

ア
ジ
ア
連
帯
を
唱
え
る
医
療
団
体

の
設
立

へ
の
関
与
、

そ
う
し
た
医
学
領
域
に
お
け
る

「
日
中
連

帯
」

の
実
践
活
動
に
投
身
し
た
彼

の

姿
勢
を
考
え
る
と
、
近
代

の
医
薬

・
医
療

で
中
国
の
偏
重
な
医
療

・
保
健

の
状

況
を
改
善
し
、
中
国
を
日
本
の
国
益

に
合
致
す
る
よ
う
に
改
造
し
て
共
に

「
西

力
の
東
漸
」

に
対
抗
す
る
こ
と
こ
そ
、
彼

の
目
的
だ

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。最

後

に
指
摘
し
た
い
の
は
、

一
八
六
八
年

に
精
鋳
水

の
取
次
所
を
設
立
し
て

か
ら

一
八
八
九
年

に
日
本

へ
帰
国
す
る
ま

で
、
岸
田
吟
香
の
中
国
に
お
け
る
活

動
期
間
は
二

一
年

に
も
及
ぶ
が
、
そ

の
後
世

へ
の
波
及
効
果
も
実

に
大
き
か

っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
つ
と
し
て
は
医
療
団
体

の
同
仁
会

の

設
立
を
推
し
進
め
た
こ
と
、
ま
た

一
つ
と
し
て
は
仁
丹

・
大
学
目
薬
な
ど
を
代

表
と
す
る
日
本
薬
品

の
中
国

へ
の
大
量
進
出
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
後
者

の
経
緯
と
実
情
は
、

い
ず
れ
ま
た
別

の
…機
会
で
考
察
し

た
い
。

注(
1
)

ハ
ロ
ル
ド

・
バ

ル
ム

(
丸
山

仁
夫

訳
)

『
支

那
と
近

代

医
学
-

支

那
医
療

伝

道

史
』

新
生

堂
、

一
九

四

一
年
、

七
頁

。

(
2
)

近

代

日
中

間

の
医
学

交
流

の
研
究

に
関

し

て

は
、

中

山
茂

「
日
中
科

学

技

術

史

に

お
け

る
国

際

関
係
」

吉

田
忠

ほ

か
編

『
日
中

文

化
交

流

史
叢

書

8
科

学

技

術
篇

』
、

一
九

九

八
年

、

飯
島

渉

・
脇

村
孝

平

「
近

代

ア
ジ

ア

に
お
け

る
帝

国

主

義

と

医
療

・
公

衆
衛

生
」

見

市
雅

俊

ほ
か
編

『疾

病

・
開

発

・
帝

国

医
療

ー

ア
ジ

ア
に
お
け

る
病
気

と

医
療

の
歴
史

学

』
。

二
〇
〇

一
年

、
郭

秀
梅

ほ
か

「
清

代

医

師
旅

日
史

鈎
沈
」

『中

華

医
史
雑

誌
』

二
十

九
巻

二
号
、

一
九

九
九
年

、
真

柳
誠

・
高
毓

秋

「
丁
福

保

与
中

日
伝
統

医

学
交

流
」

『
中
華

医
史

雑
誌

』

二
十

二

巻

三
号

、

一
九

九

二
年
、

真
柳

誠

「
近

代

中

国
伝
統

医

学

と

日
本

ー
民

国

時

代

に
お
け

る

日
本

医
書

の
影

響
」

狭
間

直
樹

編

『
近
代

西
洋

文
明

と
中

華
世

界
』
、

二
〇

〇

一
年
、

な

ど
が
あ

げ

ら
れ

る
。

(
3
)

丁
蕾

「近

代

日
本

の
対
中

医
療

・
文

化
活

動
-

同

仁
会
研

究
1

」

『
日
本

医

史

学
雑

誌

』

四
十

五
巻

四

号
、

一
九

九

九
年

、

五
四

三
頁

-

五

六

二
頁
、

四

十

六
巻

一
号

、

二
〇

〇
〇

年
、

二
三
頁

ー

四

五
頁

、

四
十

六
巻

二
号

、

二
〇

〇

〇
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年

、

一
九

三
-

二
〇

九
頁

、

四
十

六
巻

三
号
、

二
〇

〇

〇
年

、

六

=

ニ
ー

六

三

九
頁
。

(
4
)

愛

漢

者

ほ

か
編

『
東

西
洋

考

毎
月

統
記

伝

』
中

華
書

局

、

一
九

九

七

年
、

四
〇

四
-

四
〇

六
頁
。

(
5
)

鄰

鉄

涛

・
程
之

範

主
編

『中

国

医
学

通

史

近
代

巻
』

人

民
衛

生

出

版

社
、

二
〇
〇

〇
年

、

三

一
四
頁
。

(
6
)

○
ミ
ミ
題

沁
愚
量

ミ
§

<
皀
●
<
も

・&

ρ

<
。
ピ
≦

も

・お
ω
"

<
。
ド
≦

尸

O
・昭

H
.
<
o
一●
<
日

も

●爵

P

竃

》
菊
d
N
国
Z

O
o
・
犀

9
鴇
↓
o
屏
ぎ

(
7
)

広

州
市

地

方
志

編

纂
委

員

会
弁

公

室

『
近

代
広

州

ロ
岸

経

済
社

会

概
況

"

粤
海

関
報

告
匯

集
』

曁
南

大

学
出

版
社

、

一
九
九

六
年

、

八
七
七

頁
。

(
8
)

呉
義

雄

『在

宗
教

与

世

俗
之

間
ー

基

督

教
新

教

伝
教

士

在
華

南

沿
海

的

早

期
活

動
研

究
』

広
東

教
育

出
版

社

、

二
〇

〇
〇

年

、

三
〇

三
頁
。

(
9
)

葉
斌

「
上
海
早

期
伝

教

士
麦
都

思
」

『上

海
研

究
論

叢
』

第
十

一
輯

、

一
九

九

七
年
、

二
四
〇
頁

。

(
10
)

ジ

ョ
ナ
サ

ン

・
ス
ペ

ソ

ス

(
三
石
善

吉

訳
)

『中

国

を
変

え

た

西
洋

人

顧

問
』

講
談

社

、

一
九

七

五
年
、

五
八
-

五
九
頁

。
吉

田
寅

『
中

国

プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト
伝
道

史
研

究
』
、
汲
古

書

院
、

一
九

九
七
年

、

二
五
七
頁
。

(
11
)

李

経

緯

主
編

『中

外

医

学
交

流
史

』
湖

南

教
育

出

版

社
、

一
九

九

八
年

、

二
九

八
頁

。

(
12
)

「
互
相

問

答
」

『
格

致
叢

編
』

第

二
冊
、
格

致

書

院
、

一
八
七

七
年

十

月
、

一
四
頁
。

(
13
)

天
野

宏

は
岸

田
吟

香

を

「
西
洋

薬

文
化

を
先

取

り

し
た

明
治

先
覚

者

」

と

称

し
て

い
る
。
天

野
宏

『薬

文
化

往
来

』
青

蛙
房

、

一
九

九

二
年

、

一
〇

三
頁
。

(
14
)

堀

哲

三
郎

編

『
高

杉

晋
作

全
集

』

(
下
巻

)
、

新

人
物

往

来

社
、

一
九

七

四

年

、

一
五
九
頁
。

(
15
)

小
島
晋

治
編

『幕

末

明
治
中

国
見

聞

録
集

成
』
第

十

一
巻

、
ゆ

ま

に
書

房
、

一
九

九
七
年

、

三

一
-

三

二
頁
。

(
16
)

岸

田
吟

香

『
呉
淞

日
記

』

(
中
)

1
第

二
之

冊
1

『
社
会

及

国
家
』
、

一
九

三

一
年
、

八
五
-

九
〇
頁

。

(
17
)

岸

田
吟

香

『
呉
淞

日
記

』

(中

)

1
第

五
之

冊
1

『
社
会

及

国
家
』
、

一
九

三

二
年
、

九

六
頁
。

(
18
)

東

亜
同

文
会

『対

支

回
顧
録

下
巻

列
伝

』
、

原
書
房

、

一
九

六

八
年

復
刻

、

一
頁
。

(
19
)

岸

田
吟

香

『
呉
淞

日
記
』

1
第

六
之
冊

1

『社

会

及
国
家

』
、

一
九

三

二
年

、

二

一
六
頁
。

(
20
)

余

新
忠

『清

代

江
南

的

瘟
疫

与

社
会

-

一
項
医

療

社
会

史

的
研

究
』

中

国

人

民
大

学
出

版
社
、

二
〇
〇

三
年

、

三
〇
九

頁
。

(
21
)

鄰

鉄
涛

、
程

之
範

主

編

『
中

国

医
学

通
史

近

代
巻

』

人
民

衛

生

出
版

社

、

二
〇
〇
〇

年
、

三
三

五
頁
。

(
22
)

天
野

宏

『
薬
文

化
往

来
』

青
蛙

房

、

一
九
九

二
年
、

一
〇

八
頁

。

(
23
)

天
野

宏

『
薬
文

化
往

来
』

青
蛙

房
、

一
九

九

二
年
、

一
〇

九
頁

。

(
24
)

日
本

眼

科

学
会

百

周
年

記
念

誌

編
纂

委

員

会

『
日
本

眼

科

の
歴

史

明

治

篇
』

思
文

閣
、

一
九

九

七
年
、

九

七
-

一
〇

一
頁

を
参

照
。

(
25
)

福

島

義

一

『眼

病

と
歴
史

』
人

文
閣

、

一
九

四

三
年

、

一
〇

八
頁
。

(
26
)

井
上

豊
太
郎

「
淋
毒

性
膿
漏

眼

の
話
」

『読

売
新

聞
』

一
九
〇

七
年

七
月

四

日
。

(
27
)

何

小
蓮

「来

華
新

教
伝

教

士
的

早
期

医
学
活

動
」

『档

案
与

史
学

』

二
〇
〇

三
年

一
号

、

六
三
頁
。
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(
28
)

ジ

ョ
ナ

サ

ン

・
ス

ペ

ン

ス

(
三
石
善

吉

訳

)

『
中

国

を
変

え

た

西

洋

人

顧

問

』
講

談
社

、

一
九
七

五
年

、

五
七
頁
。

(
29
)

O
ミ
ミ
8
Q
肉
愚
8
き

§

<
o
一●
×
園

も

b
●ミ
㊤
-
N
。。
ρ

ζ

9。
歪
N
魯

O
P

犀

α
↓

↓
o
ξ

o

(
30
)

王

韜

『
瀛
濡

雑
誌

』
上

海
古

籍
出

版
社

、

一
九

八
九
年

、

一
九

八
頁
。

(
31
)

郵

鉄

涛
、

程
之

範

主
編

『中

国

医
学

通

史

近
代

巻
』

人

民
衛

生

出

版
社

、

二
〇
〇

〇
年

、

三
三

五
頁
。

(
32
)

上

海

市

地
方

志
弁

公

室

『
上
海

衛

生
誌

』

上
海

社
会

科

学

院

出
版

社

、

一

九
九

八
年
、

八
九

頁
。

(
33
)

「
芝
罘

に
於

け

る
日
本

の
醫

士
」

『
読
売

新

聞
』

一
九

〇

三
年

一
月
十

日
。

(
34
)

天
野
宏

『薬

文
化

往
来

』
青

蛙
房

、

一
九

九

二
年

、

一

=

ニ
ー

一

一
五
頁
。

(
35
)

「
經
濟

協

會

に
於

け

る
岸

田
吟

香
氏

の
演

説
」

『読

売
新

聞

』

一
八
九
〇

年

二
月

八
日
。

な

お
、
蘇

州

に
も
支
店

を
開

設

し

た
話

は
、
杉

浦

正

『
岸

田
吟

香

-
資

料

か
ら
見

た

そ

の

一
生

』

(
汲
古

書

院
、

一
九
九

六
年

、

三

九

六
頁
)
、
劉

建
輝

『魔

都
上

海
i

日
本

知
識

人

の

「
近

代
」

体
験

』

(講

談
社

選
書

メ
チ

エ
、

二
〇

〇
〇

年
、

=

ハ
六
頁
)

な
ど

で
記
述

さ

れ

て
い

る
。

(
36
)

陳
祖

恩

「
『申
報

』

に
お
け

る
楽

善

堂

の
広

告

宣
伝
活

動

(
一
八
八
O
l

一

八
九

三
年

)
」

人
文

学
研

究
所

報

恥
37
、
神

奈

川
大

学
人

文
学

研
究

所
、

二
〇

〇

四
年

、

二
八
-

三
〇
頁
。

(
37
)

岸

田
吟

香

「楽

善

堂
謹
製

各
種

妙
薬

廣
告

」

『
衛
生

新
編

』
楽
善

堂

、

一
八

九

三
年

、

一
頁
-

七

四
頁
を
参

照
。

(
38
)

岸

田
吟

香

「
上
海

楽
善

堂
葯

房
發

售
各

種
妙
薬

目
録
」

を
参

照

(
『
楽
善

堂

書

目
』

上
海

楽
善

堂
書

房
、

一
八

八
七
年
)
。

該
当

書

目

の
紹

介

は
真
柳

誠

・
陳

捷

の

「
岸

田
吟

香
が
中

国

で
販
売

し

た
日
本

関
連

の
古

医
書

」

を
参
照

。

『
日
本

医

史
学

雑
誌
』

四
十

二
巻

二
号
、

一
九

九
九
年

、

=

ハ
四
1

一
六
五
頁

。

(
39
)

岸

田
吟

香

「
楽
善

堂
謹
製

各

種
妙
薬

廣
告

」

『
衛
生

新
編

』
楽

善
堂

、

一
八

九

三
年

、

二
〇
頁

。

(
40
)

日
本
医

史
学

会
編

『
図
録

日
本

医
事
文

化
史

料
集

成
第

三
巻

』

三

一
書

房
、

一
九

七

八
年

、

二
二
六
頁
。

(
41
)

岸

田
吟

香

「
上
海

楽
善

堂
葯

房
發

售
各

種
妙

薬

目
録
」

を
参

照
、

『楽
善

堂

書

目
』

上
海

楽
善

堂
書

房

、

一
八

八
七
年
。

(
42
)

「
醫
論

」

『申

報
』

一
八
七

二
年

五
月

二
十

三

日
。

(
43
)

「
論

西
國
醫

薬
」

『
申

報
』

一
八
七

三
年

十

二
月

十

六
日
。

(
44
)

「急

症

倏
愈

」

『申

報

』

一
八
七

五
年

三
月

三

日
。

(
45
)

「
日
本

三
大
書

家

之

一
的

日
下
部

鳴
鶴

来

滬
」

『上

海
新

報

』

一
八
九

一
年

三
月

二
十

七

日
。

(
46
)

「
借
楼

賞
雪

記
」

『申

報
』

一
八

八
九
年

一
月

八
日
。

(
47
)

「
春
江

送

別
圖
記

」

『
申
報

』

一
八
八
九
年

三
月

十

日
。

(
48
)

「
摺

畳
明

堂
内
外

全

圖
題
記

」

『
申
報

』

一
八
八

八
年

十
月

二
十

三

日
。

(
49
)

『申

報
』

一
八
九
〇
年

二
月
十

日
。

(
50
)

『申

報
』

一
八
九

三
年

一
月

二
十
九

日
。

(
51
)

範
文

瀾

(
著
)

小
袋

正

也
、
横

松
宗

(訳

)

『
中

国
近
代

史
』

中

国
書
店

、

一
九
九

九
年

、

二
三
、

三
〇

頁
。

(
52
)

劉

建
輝

『魔

都

上
海

-

日
本

知

識

人

の

「
近

代
」

体
験

』

講
談

社

選

書

メ

チ

エ
、

二
〇

〇
〇
年

、

一
六

一
頁
。

(
53
)

岸

田
吟

香

『呉

淞

日
記

』

(
中
)
1

第

五
之

冊

1

『社

会

及

国

家
』
、

一
九

三

二
年
、

一
〇

八
頁

。

(
54
)

『朝

野
新

聞
』

一
八

八
五
年

十

一
月

二
十
七

日
。
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(
55
)

「
吟
香

翁

の
支
那

談
」

『読
売

新
聞

』

一
八
九

六
年

五
月
十

八

日
。

(
56
)

岸

田
吟

香

「
吸

煙
阿

片

に
就

い
て
」

『
薬
学

雑
誌

』

一
〇

七
号
、

一
八
九

六

年

、

三
七

三
頁
。

(
57
)

伊
藤

博

文
関

係

文
書

研

究
会

『伊

藤

博
文

関

係

文
書

』

(
四
)
、
塙

書

房
、

一
九

七

六
年

、

三

一
七
1

三

一
八
頁
。

(
58
)

伊
藤

博
文

関

係

文
書

研

究
会

『伊

藤

博
文

関

係

文
書

』

(
四
)
、
塙

書

房
、

一
九

七

六
年

、

三

二
〇
頁

。

(
59
)

東

亜

同
文

会

『
対
支

回
顧
録

下
巻

列
伝

』
、

原
書

房
、

一
九

六
八
年
復

刻
、

七
頁

。

医薬 ・医療 と 「日中連 帯」
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